
身近な生物の観察

単元の目標 …身近な生物についての観察，実験を通して，生物の調べ方の基礎を身につけさせる。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

2

●校庭や学校周辺の生物を観察しよ
う

〈校庭や学校周辺の生物の観察を行
い，いろいろな生物がさまざまな場
所で生活していることを見いだす〉

「身近な生物の観察」 ◆学校の周辺に生活しているいろいろな生
物に関心をもち，進んで探究しようとす
るとともに，生物の生活を自然環境と関
連させてみようとしている。

［行動観察，質問紙］
◎いろいろな生物に関心をもち，環境のち

がいが生物の生息場所に関連しているこ
とに気づき，探究しようとしている。

○いろいろな生物に関心をもち，さまざま
な場所に生息する生物を探究しようとし
ている。

★生息場所の特徴をつかむよう指導する。
視線の高さを変えるなど五感を使うよう
に指導する。

◆身のまわりの生物について目的意識をも
って観察し，自らの考えを導いたりまと
めたりして，表現している。

［レポート］
◎自然環境との関連やいくつか項目を立

てて共通する特徴をとらえようとするな
ど，工夫して考えをまとめることができ
る。

○観察の結果をわかりやすくまとめること
ができる。

★漠然と2，3種の動植物について書きと
めるのでなく，ポイントを助言・指摘し
て工夫してまとめさせる。

◆身のまわりの生物を観察する方法を工夫
することができる。

［行動観察，レポート］
◎探究するために視線の高さを変えたり，

生息する環境がわかるよう写真に記録し
たり，技能の工夫をして観察している。

○五感を使って観察しようとし，記録する
ことができる。

★教科書の例を参考に五感を使って観察さ
せ，記録のしかたを助言する。

●ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡
を使って生物のつくりを調べよう

〈生物の観察を行い，ルーペや双眼
鏡，双眼実体顕微鏡の操作，観察記
録のしかたなどの技能を身につける〉

「観察・記録のしかた」
【基本操作】
「ルーペの使い方」
【基本操作】
「双眼鏡の使い方」
【基本操作】
「スケッチのしかた」

◆ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡を使っ
て意欲的に調べようとしている。

［行動観察，レポート］
◎時間いっぱい多くの種類の生物を観察し

たり，細部まで意欲的に観察しようとし
たりして，関心の高いとり組みをし，集
中してスケッチを行おうとしている。

○意欲的に観察し，スケッチにとり組もう
としている。

★注目すべき細部の特徴などを伝え，集中
して観察できるようにする。

◆ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡で生
物を観察し，生物の特徴をとらえ，自ら
の考えを導いたりまとめたりして，表現
している。

［行動観察，レポート］
◎観察した生物の特徴を的確に文章化でき

る。
○観察した生物の特徴をいくつか書き出す

ことができる。
★スケッチする際のポイントをあげさせ，

書き出していく。

◆ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡の操
作に習熟し，目的に合った器具を用いて
観察し，スケッチすることができる。

［行動観察，スケッチ］
◎ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡の特

徴を理解し，目的に合った器具を用いて
手際よく操作して観察し，正確にスケッ
チすることができる。

○ルーペや双眼実体顕微鏡を操作して観
察し，正しい手法でスケッチすることが
できる。

★くり返し操作させたり，スケッチのまち
がいを指摘して修正させたりする。生物
の特徴の着眼点を助言し，スケッチをさ
せる。

◆ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡の操
作に必要な機能と名称を理解し，知識を
身につけている。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡の操

作について正しい手順を覚え，操作に習
熟し，知識を身につけている。

○ルーペや双眼鏡，双眼実体顕微鏡の操作
の手順を理解し，知識を身につけている。

★手順を確認しながら実際に操作させ，各
部の名称も確認させる。

観点別評価規準例・基準例　1年
・赤字：2020年度　変更内容
・打ち消し線：2020年度　省略内容

身近な生物の観察（7時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

●植物と生えている場所の特徴を調
べよう

〈地域の植物の観察を行い，植物の種
類や生育状況を環境条件と関連づけ
てとらえる〉	

【実習1】校庭の植物の観察
「植物と生えている場所の
特徴を調べる」

◆植物は種類によって生えている場所にち
がいがあることに関心をもち，その原因
を探究しようとするとともに，植物の生
育を環境要因とのかかわりで見ようとし
ている。

［行動観察，レポート］
◎環境要因の異なる複数の場所で，複数の

植物を意欲的に調べようとしている。
○複数の場所で，数種の植物を調べようと

している。
★日なたと日かげなど，わかりやすいちが

いをあげ，異なる植物が生育することに
気づかせ，関心を高める。

◆いろいろな植物を観察し，植物の種類や
生育の状況と環境要因とを関連づけてと
らえている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎植物の種類や生育の状況と多くの環境要

因のちがいを正しく指摘し，生育のちが
いに関連づけてとらえ，自らの考えをま
とめている。

○植物の種類や生育の状況と環境要因とを
関連づけてとらえ，まとめている。

★異なる環境要因に別の植物が生育する例
をあげさせ，環境要因が生育にかかわっ
ていることに気づかせる。

◆植物の生育環境を区分してデータを集め
ることができる。

［行動観察，レポート］
◎生育環境のちがいをおおまかに意識しな

がらデータを集め，結果を環境のちがい
に関連づけながらわかりやすく示し，環
境のちがいを区分できている。

○データを集めながら，生育環境のちがい
に気づき，区分することができている。

★地図上にデータを植物ごとに異なる記号
で記入させ，環境要因のちがいで区分で
きることに気づかせる。

◆植物の生活は環境と深くかかわっている
ということを理解し，その知識を身につ
けている。

◆光，温度，水など，生物の生育要因の重
要性を理解し，知識を身につけている。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎光，温度，水など，生物の生育要因のち

がいを的確に指摘でき，十分な知識を身
につけている。

○光，温度，水など，生物の生育要因の重
要性を理解し，知識を身につけている。

★どのような環境要因があるかまとめ直
し，かかわりを理解させる。

２

●水中の微小な生物を観察しよう
〈水中の微小な生物の観察を行い，顕
微鏡の操作，観察記録のしかたなど
の技能を身につける〉

【観察1】水中の微小な生物
「水中で生活している微小
な生物を観察する」
【基本操作】
「顕微鏡の使い方」
【基本操作】
「双眼実体顕微鏡の使い方」

◆水中にいる微小な生物に関心をもち，水
中の微小な生物を拡大して観察しようと
している。

［行動観察，レポート］
◎運動量の多い微小な生物を追い続けた

り，倍率を上げて細部を観察しようとす
るなど，意欲的にとり組もうとしている。

○微小な生物に関心をもち，くり返し倍率
を上げて観察しようとしている。

★倍率を上げ微小な生物を細部まで観察さ
せ，観察への関心を高める。

◆顕微鏡で観察した水中の微小な生物につ
いて，その特徴をとらえ，自らの考えを
導いたりまとめたりして，表現している。

［行動観察，レポート］
◎微小な生物の運動，色，細胞数など，複

数の特徴に気づいた表現で，自らの考え
をまとめている。

○微小な生物の特徴をあげて表現し，まと
めている。

★スケッチから読みとれる特徴をあげさ
せ，記録させる。

◆顕微鏡の手順や操作に習熟し，目的に
合った倍率の設定などをして適切に観察
し，スケッチすることができる。
［レポート，パフォーマンステスト］

◎顕微鏡を手際よく正しく操作でき，目的
に合った倍率で，正確に細部までスケッ
チすることができる。

○顕微鏡を正しい手順で操作でき，目的に
合った倍率で，スケッチすることができ
る。

★倍率による見え方のちがいを個別に指導
して，対象物のスケッチすべき点をあげ
させてからスケッチをさせる。

◆顕微鏡の操作に必要なつくりと機能，名
称を理解し，知識を身につけている。

◆水中にも多様な生物が存在することを理
解し，数種の微小な生物を例示できる知
識を身につけている。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎顕微鏡の操作について正しい手順を覚

え，操作に習熟し，知識を身につけてい
る。

○顕微鏡の操作の手順を理解し，知識を身
につけている。

★手順を確認しながら実際に操作させ，各
部の名称も確認させる。

1

●継続観察
〈植物を継続的に観察し，成長や花の
変化の特徴を見いだす〉
（春から継続して観察する場合や，年
間を通して適切な時期に実施する場
合など，実情に応じて年間指導計画
に位置づけて行う）

植物の継続観察 ◆いろいろな植物に関心をもち，成長や花
の変化を意欲的に観察しようとする。

［行動観察，レポート］
◎複数の植物の成長や花の変化をくわしく

意欲的に観察し，記録をレポートにまと
めようとしている。

○意欲的に成長や花の変化をとらえ，レポ
ートにまとめようとしている。

★がくやめしべの変化に注目させて関心を
もたせ，レポートにまとめさせる。

◆いろいろな植物の成長や花の変化の共通
性や多様性に気づき，自らの考えを導い
たりまとめたりして，表現している。

［行動観察，レポート］
◎複数の植物の継続観察から，成長にとも

なう花のつくりの変化の共通性や多様性
を指摘し，まとめて示している。

○継続観察の結果から共通性や多様性に
気づき，まとめている。

★「エンドウがさやえんどうからグリーン
ピース，えんどう豆に育つまで」などの
例で，柱頭や子房，がくのようすを示
し，ほかの植物と比較させる。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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単元１　植物の生活と種類

単元の目標 …植物についての観察，実験を通して，植物の体のつくりとはたらきを理解させ，植物の
種類やその生活についての認識を深める。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

４

❶花のつくりとはたらき
A	花のつくり
B	花のはたらき
C	裸子植物・被子植物

〈いろいろな植物の花の観察を行い，
その観察記録にもとづいて，花の基
本的なつくりの特徴を見いだすとと
もに，それらを花のはたらきと関連
づけてとらえる〉

【実習1】花のつくり
「花に共通するつくりを見
つける」
【観察1】果実の断面
「花のどの部分が果実や種
子になるか調べる」
【やってみよう】
「マツの花のつくりを調べ
てみよう」

◆身近な花に関心をもち，いろいろな花の
つくりを意欲的に調べようとしている。

◆植物が子孫を残すしくみに関心をもち，
花が果実になるようすを調べようとする
とともに，種子が運ばれることとも関連
づけてみようとしている。

◆被子植物と裸子植物の花のちがいに関心
をもち，マツなどの花のつくりを意欲的
に調べようとしている。

［行動観察，質問紙］
◎さまざまな花について，相違点に気づき

共通するつくりを意欲的に探究しようと
している。

○身近な花のつくりを意欲的に調べようと
している。

★ルーペを使い，形や数を中心に調べさせ
る。

◆身近な花の相違点に気づき，まとめてい
る。

◆花の基本的なつくりとはたらきを関連づ
けて考えている。

◆裸子植物の花を被子植物と対比し，相違
点，共通点を見いだし，自らの考えを導
いたりまとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎身近な花（双子葉類）のつくりの配列の

規則性を見いだし，相違点についても，
配列の規則性に言及しながらまとめてい
る。

○身近な花（双子葉類）のつくりの相違点
を見いだし，まとめている。

★花のつくりの共通点を確認させ，ちがい
に気づかせて，まとめさせる。

◆ピンセットなどを用いて花を解体し，花
のつくりの標本を作り，資料として保存
することができる。

◆たくさんの花の中から適切な標本を選び
出すことができる。

◆花のつくりを観察した結果を，工夫して
まとめることができる。

［行動観察，レポート］
◎ピンセットで注意深く花を解体し，つく

りをまとめて示すことができる。
○ピンセットで花を解体し，つくりをまと

めることができる。
★花のつくりを確認させながら，解体させ

ていく。

◆花の基本的なつくりと名称について理解
し，知識を身につけている。

◆種子植物の花が果実になるまでの変化の
ようすを理解し，知識を身につけている。

◆被子植物と裸子植物の特徴を理解し，そ
の知識を身につけている。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎被子植物の特徴を一般化してとらえ，裸

子植物の特徴との相違点を理解できてい
る。

○裸子植物と被子植物を比較して，特徴の
相違点を理解できている。

★基本的なつくりとその名称を確認しなが
ら共通点を対比させる。

３

❷光合成と呼吸
A	光合成
B	光合成で出入りする物質
C	呼吸

〈光合成についての実験を行い，光合
成が行われる場所や気体の出入りな
どについて，実験結果と関連づけて
とらえる〉

【観察2】光合成が行われる
場所

「光合成は葉のどの部分で
行われるか調べる」
【実験1】光合成で使われる
物質

「光合成で二酸化炭素が使
われることを確かめる」
【やってみよう】
「植物が呼吸していること
を確かめてみよう」

◆光合成について関心をもち，光合成の行
われる場所や，出入りする物質などにつ
いて意欲的に探究しようとしている。

［行動観察，レポート］
◎光合成について関心をもち，課題を設定

して探究しようとしている。
○光合成について関心をもち，意欲的に調

べようとしている。
★小学校での既習事項を振り返らせ，興味

をもたせる。

◆ヨウ素液の反応から光合成の行われてい
る場所を推定している。

◆呼吸や光合成の際に出入りする二酸化炭
素の量を検出する方法を考え，実験の結
果から実証している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実験などの結果や小学校での既習事項も

含めて気体の出入りをまとめている。
○実験などの結果から，気体の出入りを推

定できている。
★試薬の知識を確認してから考察させる。

◆葉のヨウ素デンプン反応を検証し，デン
プンの存在を調べることができる。

◆石灰水，BTB液などを使って，二酸化
炭素を検出したり，その体積の割合を調
べたりすることができる。

◆条件を統一して対照実験をすることがで
きる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎デンプンの存在を調べる実験方法を理解

し，気づいたことを記録しながら，葉緑
体の存在とヨウ素液の反応の関係を理解
した上で，正しい結果をスケッチできて
いる。

○デンプンの存在を調べる実験を行い，正
しい結果をスケッチできている。

★スケッチすべき点を個別に助言して，修
正させる。

◆光合成が行われている場所，光合成に必
要なもの，光合成によってつくられるも
のなどについて理解し，その知識を身に
つけている。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎光合成が行われている場所，材料，生成

物の関係が整理され，知識を身につけて
いる。

○光合成の材料，生成物などについて理解
し，知識を身につけている。

★光合成に関する語句をあげさせ，書き出
し，整理させる。

・赤字：2020年度　変更内容　　　
・打ち消し線：2020年度　省略内容

1章　植物の体のつくりとはたらき（5時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

７

❸葉のつくりとはたらき
A	葉のつくり
B	蒸散
❹茎・根のつくりとはたらき
❺蒸散・光合成・呼吸と植物の体
〈いろいろな植物の葉，茎，根の観察
を行い，その観察記録にもとづいて，
葉，茎，根の基本的なつくりの特徴
を見いだすとともに，それらを蒸散
に関する実験結果と関連づけてとら
える。また，植物のつくりを光合成，
呼吸とも関連づけてとらえる〉

【観察3】葉の表皮と断面
「葉はどのようなつくりにな
っているか調べる」
【実験2】葉の蒸散
「葉の表と裏の蒸散の量を
比べる」
【観察4】茎・根のつくり
「茎や根のつくりを観察す
る」

◆葉のつくりに関心をもち，水の通路であ
る維管束や気孔などを調べようとしてい
る。

◆蒸散について関心をもち，植物体からの
蒸散量や植物体内の水の通路を意欲的
に探究しようとしている。

［行動観察，レポート］
◎蒸散量の実験について意欲的に課題を設

定し，予想をもとに計画的に実験を実施
することができる。

○蒸散量の実験について意欲的に実施する
ことができる。

★対照実験の意義を理解させてから実験に
参加させる。

◆葉のつくりを観察し，葉脈のようす，気
孔や維管束，細胞などについて，記録を
とっている。

◆蒸散の量やどこから蒸散しているかをつ
きとめるための実験方法について，自ら
の考えを導いたりまとめたりして，表現
している。

◆実験に際して，条件を統一するなど探究
する方法を身につけ，結果を考察して自
分の考えを表現している。

◆根から茎，葉とつながる水の通路がある
ことを根，茎，葉の断面などのつくりを
根拠に関連づけ，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎蒸散の実験結果について，統一した条件

などから分析したことを，適切な表現で
過不足なく考察している。

○蒸散の実験結果について，正しく考察し
ている。

★条件制御をしたことからどの点を比較す
ればよいか助言し，自分の言葉で文章化
させる。

◆葉の表面と断面のプレパラートをつく
り，顕微鏡などを操作して観察し，記録
することができる。

◆目的に合った器具を用意し，適切に操作
して実験を進めることができる。

［行動観察，レポート］
◎うすい切片のプレパラートをつくること

ができ，顕微鏡を正しく操作して観察
し，細部までスケッチすることができる。

○プレパラートをつくり，顕微鏡で観察
し，正しい方法でスケッチすることがで
きる。

★説明しながらいっしょに切片づくりを行
い，観察できるものを選ばせる。

◆植物が葉の気孔から水分を出している現
象を理解し，蒸散についての知識を身に
つけている。

◆根，茎，葉の基本的なつくりと名称につ
いて理解し，その知識を身につけている。

◆植物体の断面に見られる維管束が水分
や養分の通路であることを理解し，その
知識を身につけている。

◆植物体と外界との物質の出入り，植物体
内の物質の移動について，つくりとはた
らきを関連づけて概観している。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎植物体内の光合成によってつくられた栄

養分のゆくえも含めて具体例をあげて正
しく理解し，つくりとはたらきを関連づ
けて説明できる。

○植物体内の物質の移動について，つくり
とはたらきを関連づけて説明できる。

★蒸散，光合成，呼吸を分けて，物質の出
入りと移動について確認しながらまとめ
直させる。

※2020年度は，「２　光合成と呼吸」から「５　蒸散・光合成・呼吸と植物の体」まで省略となりますが，　　
「3　葉のつくりとはたらき」，「4　茎・根のつくりとはたらき」の以下の内容についてはご指導下さい。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

1

・葉のつくり
・根のつくり
〈葉，根の基本的なつくりの特徴を知
る〉

◆葉のつくりに関心をもって調べようとし
ている。

◆根のつくりに関心をもって調べようとし
ている。ß

［行動観察］
◎葉のつくりや根のつくりについて関心を

もち，意欲的に調べようとしている。
○葉のつくりや根のつくりについて関心を

もっている。

◆葉，根の基本的なつくりと名称について
理解し，その知識を身につけている。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎葉や根のつくり，植物による葉脈のつき

方のちがいなどについて理解し，説明で
きる。

○葉や根のつくりについて理解し，説明で
きる。

★教科書p.38図19やp.46図27などを使っ
て，葉脈，主根，側根などの説明をする。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

４

❶種子植物の特徴
❷種子をつくらない植物の特徴
❸植物のなかま分け
〈被子植物は，体のつくりの特徴にも
とづいて分類できることを見いだす。
シダ植物やコケ植物の体のつくりを
観察し，これらの植物の特徴を見い
だす〉

【実習2】被子植物の特徴
「被子植物の体のつくりの
特徴をまとめる」
【観察5】種子をつくらない
植物

「種子をつくらない植物の
特徴を調べる」

◆いろいろな被子植物に関心をもち，体の
つくりの特徴を資料などにもとづいて比
べてみようとする。

◆シダ植物とコケ植物の体のつくりやふえ
方に関心をもち，特徴などを意欲的に調
べようとする。

◆多様な植物のなかま分けに関心をもち，
まとめようとする。

［行動観察，レポート］
◎これまでに学習した植物の体のつくりの

特徴をもとに，いろいろな被子植物を意
欲的になかま分けしようとしている。

○植物の体のつくりの特徴をもとに，いく
つかの被子植物をなかま分けしようとし
ている。

★実際の植物や植物図鑑などを示し，関心
をもたせる。

◆いろいろな被子植物について，つくりの
特徴を分析，比較検討し，自らの考えを
導いたりまとめたりして，表現している。

◆シダ植物とコケ植物を顕微鏡で観察し
て，体のつくりの特徴を分析，比較検討
し，自らの考えを導いたりまとめたりし
て，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎観察結果を分析し，シダ植物とコケ植物

の体のつくりや胞子のようすの相違点を
指摘することができる。

○観察結果から，シダ植物とコケ植物のそ
れぞれの特徴をまとめることができる。

★ゼニゴケの茎や葉はどこか問い，シダ植
物と比較させる。

◆被子植物の体の特徴を整理し，表などに
整理してまとめることができる。

◆シダ植物やコケ植物の体の断面や胞子
を，顕微鏡などを操作して観察し，記録
することができる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎断面の観察記録に正しい比較が書かれ，

胞子のうや胞子のようすをくわしく記録
している。

○顕微鏡などで体の断面や胞子のようすを
観察し，特徴を記録できる。

★根，茎，葉の区別や，胞子のはじけるよ
うすなど，見るべきポイントをおさえさ
せる。

◆単子葉類と双子葉類，合弁花類と離弁花
類などについて，共通点と相違点を理解
し，それらの知識を身につけている。

◆シダ植物やコケ植物の体のつくりやふえ
方について理解し，その知識を身につけ
ている。

◆種子植物と種子をつくらない植物の共通
点や相違点を理解し，学んだことを手が
かりに植物界を概観することができる。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎被子植物（単子葉類・双子葉類），裸子

植物，シダ植物，コケ植物の分類のポイ
ントを説明できるとともに相違点を理解
し，知識を身につけている。

○被子植物（単子葉類・双子葉類），裸子
植物，シダ植物，コケ植物の相違点を理
解し，知識を身につけている。

★胚珠のようす，葉や根のつくりのちがい
など，順に確認してまとめさせる。

2章　植物のなかま分け（4時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

４

❶セキツイ動物と無セキツイ動物
❷セキツイ動物のなかま
〈セキツイ動物の 5つのグループの
体のつくりやふえ方などの特徴を，
それぞれの生活の場所や生活のしか
たと関連づけてとらえる〉

【実習3】セキツイ動物の分
類

「いろいろなセキツイ動物
を5つのグループに分類す
る」

◆いろいろなセキツイ動物に関心をもち，
それらの動物の特徴を意欲的に調べよう
とする。

◆いろいろな動物に関心をもち，生活のし
かたや体のつくりにもとづいて分類しよ
うとするとともに，日常生活においても
身近な動物とのかかわりを深めようとす
る。

［行動観察，レポート］
◎セキツイ動物を分類できる特徴について

話し合いを進め，各グループにあてはま
る多くの種をあげながら表にまとめよう
としている。

○セキツイ動物の特徴を調べて表にまと
め，示された種がどのグループにあては
まるか調べようとしている。

★生活場所や体表のようすなど，写真で分
類の特徴を確認させる。

◆セキツイ動物の5つのグループの体の表
面の特徴を，それぞれの生活の場所や生
活のしかたと関連づけ，自らの考えを導
いたりまとめたりして，表現している。

◆今までに調べた動物の記録や分類表など
をもとに，セキツイ動物を5つのグルー
プに分類することができる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎5つのグループの体表や卵の殻のようす

など，陸上生活に適応した特徴を関連づ
けてまとめている。

○体表の特徴などが生活のしかたと関連し
ていることを指摘しながらまとめている。

★それぞれの動物がもつ特徴がどのような
生態に合うか考えさせ，まとめさせる。

◆動物の特徴を整理し，表などに整理して
まとめることができる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎各グループの特徴を過不足なく調べ，あ

てはまる動物をいくつもあげながら表に
まとめている。

○各グループの特徴を整理し表にあてはめ
ていくことができる。

★各グループにあてはまる動物の例をあ
げ，共通する特徴を考えさせて整理させ
る。

◆いろいろなセキツイ動物の特徴を認識
し，知識を身につけている。

◆セキツイ動物の5つのグループの体の表
面の特徴などが，それぞれの生活の場所
や生活のしかたと密接にかかわっている
ことを理解している。

◆身近な動物についてもどのグループにあ
てはまるか分類するための知識を身につ
けている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎いろいろな動物とその特徴や生活のしか

たをとらえて，身につけた知識をもとに
分類できる。

○5つのグループの特徴と生活のしかたを
理解し，知識を身につけている。

★分類表で確認しながら，いろいろな動物
について分類させる。

3

❸無セキツイ動物のなかま
〈ザリガニやイカなどの観察を通して
無セキツイ動物の特徴を知り，無セ
キツイ動物がいくつかのなかまに分
類できることを理解する〉

【観察6】無セキツイ動物の
観察

「無セキツイ動物の体のつ
くりや行動を調べる」

◆ザリガニやイカの体の特徴や行動のよう
すに関心をもち，積極的に調べようとす
る。

［行動観察］
◎ザリガニやイカを観察し，それぞれの器

官について意欲的に調べて記録しようと
している。

○ザリガニやイカを観察し，つくりに関心
をもち，図や文章で記録しようとしてい
る。

★イカの体のつくりから行動のようすを考
えさせて関心をもたせる。

◆動物の体のつくりを生活場所や生活のし
かたと関連づけ，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。

［レポート，ワークシート］
◎体のつくりにどのような特徴があったか

まとめ，どのように運動するか示すこと
ができる。

○体のつくりについて，他の動物との相違
点を示すことができる。

★えら・外骨格・外とう膜を中心に，その
つくりをもつ理由を考えさせる。

◆イカの観察などを通して，動物の体のつ
くりや行動のようすを調べることができ
る。

◆結果をわかりやすく記録することができ
る。

［行動観察，レポート］
◎体のつくりを細部までとらえて観察し，

結果を図や文章で記録している。
○結果を図や文章で丁寧に記録している。
★図に示すだけでなく，色・かたさなどの

状態も文章で書きこませる。

◆節足動物や軟体動物の体のつくりの特徴
を理解し，知識を身につけている。

◆セキツイ動物と無セキツイ動物の区別が
できる。

◆節足動物，軟体動物，その他の無セキツ
イ動物の区別ができる。

［ペーパーテスト］
◎節足動物に共通する特徴，軟体動物に共

通する特徴，そのほかの無セキツイ動物
の特徴を説明できる。

○節足動物，軟体動物，そのほかの無セキ
ツイ動物の相違点を示すことができる。

★クラゲ，ナマコ，ミミズなどは軟体動物
とは異なる特徴をもつことを示して理解
させる。

3章　動物のなかま（7時間）
・赤字：2020年度　変更内容

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

●植物のなかま分けを考える
〈さまざまな植物をその特徴をもとに
なかま分けし，結果をまとめて活用
することができる〉

植物の検索カードを作成す
る。

◆多様な植物に関心をもち，図鑑やコンピ
ュータソフトなどを用いて植物の種類を
探究しようとする。

◆いろいろな植物に関心をもち，種子ので
き方や体のつくりの特徴を意欲的にまと
めようとする。

［行動観察，レポート］
◎多様な植物について探究し，くわしくま

とめ，分類しようとしている。
○いくつかの植物について調べ，分類しよ

うとしている。
★バラ科のさまざまな果実やアブラナ科の

さまざまな野菜について，共通する花の
つくりや葉の形などを調べさせ，探究の
きっかけにさせる。

◆調べたい植物の特徴を，分類表，図鑑，
コンピュータなどの図や記述と対比して
調べ，自らの考えを導いたりまとめたり
して，表現している。

◆いろいろな植物をなかま分けして，植物
の特徴について，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎調査した結果を植物の特徴をもとにカー

ドや表にして，複数の植物を分類し，示
すことができる。

○調査した結果をカードや表にまとめ，同
じ特徴のものを分類することができる。

★カードであれば，たとえば葉脈について
はどのカードでも同じ位置にかくなど，
分類しやすいものを考えさせる。

◆図鑑やコンピュータなどを活用する方法
を身につけている。

◆植物の検索カードを工夫してつくること
ができる。

［行動観察，レポート］
◎コンピュータを駆使して，情報を正しく

取捨選択できる。
○図鑑やコンピュータを活用することがで

きる。
★分類表の例などを調べさせて，それらを

参考に工夫させる。

◆身近な植物の名前またはグループなどに
ついての知識を身につけている。

◆種子のでき方や体のつくりの特徴など，
植物をなかま分けするための知識を身に
つけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎まとめていく過程で，たとえば花弁の数

や葉の形とつき方などが，同じ科の分類
のポイントとなることなどに気づき理解
している。

○分類のポイントをおさえて，なかま分け
についてまとめることができる。

★花の色など，簡単に分類できない特徴が
あることを示し，別の方法を考えさせる。

終章　植物のなかま分けを考える（2時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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単元2　物質のすがた

単元の目標 …身のまわりの物質についての観察・実験を通して，固体や液体，気体の性質，物質の状態
変化について理解させるとともに，物質の性質や変化の調べ方の基礎を身につけさせる。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

４

❶身のまわりの物質
A	物質とは何か
B	似ている物質を区別する方法

〈身のまわりの物質の性質に着目して
物質を分類できることを見いだす〉
〈加熱のしかた，実験器具の操作，記
録のしかたなどの技能を身につける〉
❷有機物と無機物
A	有機物と無機物の区別
B	プラスチック

〈身のまわりの物質は有機物と無機物
に分けられることを知る〉

【やってみよう】
「物質を探してみよう」
【実験1】白い粉末の区別
「3種類の白い粉末がそれぞ
れ何か調べる」
【基本操作】
「加熱器具の使い方」
【基本操作】
「実験ノートの書き方」
【やってみよう】
「身のまわりの物質を有機
物と無機物に分けてみよ
う」

◆身のまわりの物質に関心をもち，意欲的
に物質の性質を利用して区別しようとす
るとともに，事象を日常生活とのかかわ
りで見ようとする。

［行動観察，質問紙］
◎身のまわりの物質について，観察した結

果からそのちがいに気づき，区別する方
法を考え，話し合いを進めている。

○身のまわりの物質を区別する方法につい
て興味を示している。

★身のまわりの物質について，目で見てわ
かる表面の色，手ざわり，かたさなどに
ついて着目させる。

◆身のまわりの物質とその性質に関する事
物・現象の中に問題を見いだし，目的意
識をもって実験を行い，物質の固有の性
質と共通の性質について，自らの考えを
導いたりまとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎白い粉末の物質を調べる方法を複数あげ

て，適切に計画し，物質固有の性質と共
通の性質について，自らの考えを導いた
りまとめたりしている。

○白い粉末の物質を調べる方法を計画し，
その性質について，自らの考えをまとめ
ている。

★日常生活の中での砂糖，食塩，小麦粉の
使い方を考えさせる。

◆加熱によって物質を区別する方法を身に
つけている。

◆ガスバーナーなどの基本操作を身につけ
ている。

◆結果を整理し，自分の考えを表などにま
とめることができる。
［レポート，パフォーマンステスト］

◎ガスバーナーのしくみを理解し，正しく
安全に操作している。

○ガスバーナーを正しく操作している。
★個別指導を通して，ガスバーナーの使い

方を練習させる。

◆薬品や器具の使い方を理解し，知識を身
につけている。

◆有機物と無機物の性質のちがいを理解
し，知識を身につけている。

◆プラスチックが水に浮くか沈むかで水と
の密度の比較について理解し，密度につ
いての知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実験結果が正しいかを判断した上で，調

べた物質が何であるかを正しく理解して
いる。

○実験結果から，調べた物質が何であるか
を理解している。

★砂糖，食塩，小麦粉の性質を確認させる。

１

❸金属の性質
〈金属と非金属を見分ける実験を行
い，金属には導電性や金属光沢など
共通の性質があることを見いだす〉

【実験2】金属の性質
「金属に共通な性質を調べ
る」

◆金属にはどんな性質があるか関心をも
ち，意欲的に性質を探究しようとする。

［行動観察，レポート］
◎いろいろな金属について，観察や手ざわ

りからそのちがいに気づき，区別する方
法について考え，話し合いを進めている。

○いろいろな金属について，区別する方法
について興味を示している。

★いろいろな金属について，目で見てわか
る表面の色，手ざわり，かたさなどに着
目させる。

◆いろいろな物質の性質を比べ，結果にも
とづいて金属と非金属を区別することが
できる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎金属を調べる実験の結果が正しいかどう

かを判断した上で，調べた金属の種類に
ついて，自らの考えを導いたりまとめた
りしている。

○金属を調べる実験の結果から，調べた金
属の種類について自分の考えを導いてい
る。

★日常生活の中で，それぞれの金属の特徴
を考えさせる。

◆金属と非金属を区別する方法を身につけ
ている。

［行動観察，レポート］
◎金属の物質を調べる実験を安全に正しく

行い，結果の適切な記録やわかりやすい
整理ができる。

○金属の物質を調べる実験を行い，結果の
記録や整理ができる。

★実験の意味を考えさせ，必要に応じて個
別指導で実験方法を習得させる。

◆金属と非金属の性質の差異について理解
し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎金属と非金属のちがいを理解し，具体例

をあげて説明できる。
○金属と非金属のちがいを理解している。
★金属の特徴として，電気を通すこと，金

属光沢などの共通の性質があることを説
明する。

２

❹密度
〈同じ体積でも質量が異なるものがあ
ることを知り，物質を見分ける手が
かりになることを見いだす〉
〈密度の公式を使って計算をし，物質
の密度を求めることができる〉

【基本操作】
「実験値の誤差と平均」
【基本操作】
「てんびんの使い方」
【基本操作】
「メスシリンダーの使い方」

◆密度は物質を見分ける手がかりになるこ
とに関心をもち，いろいろな物質につい
て調べようとする。

［行動観察，ワークシート］
◎物質の体積と質量の関係について考え，

いろいろな物質について進んで調べてい
る。

○物質の体積と質量の関係に興味を示して
いる。

★金属を手渡し，同じ体積でも，鉄とアル
ミニウム，銅では質量がちがうことを示
す。

◆密度のちがいからいろいろな物質を見分
けることができる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎実験結果の誤差を考慮しながら密度を求

め，物質の種類を正しく見分けることが
できる。

○密度を求め，物質の種類を見分けること
ができる。

★物質の密度の一覧表を理解させる。ま
た，公式で密度の計算の方法を理解させ
る。

◆電子てんびんやメスシリンダーの基本操
作を身につけている。

ワークシート，
パフォーマンステスト

◎電子てんびんやメスシリンダーを用い
て，誤差が少なくなるように質量や体積
をていねいに測定し，適切な結果を得て
いる。

○てんびんやメスシリンダーを用いて質量
や体積を測定している。

★てんびんやメスシリンダーの使い方を練
習させる。

◆物質によって密度がちがうことを理解
し，密度についての知識を身につけてい
る。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎密度の定義と求め方について説明し，計

算で密度を求めている。
○密度の公式を理解し，計算で密度を求め

ている。
★同じ体積の金属の質量を比較させる。

1章　いろいろな物質（7時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

３

❶身のまわりの気体
A	気体の性質の調べ方
B	気体の集め方
C	酸素と二酸化炭素の性質

〈気体を発生させてその性質を調べる
実験を行い，気体を発生させる方法
や捕集法などの技能を身につける〉

【基本操作】
「気体の性質の調べ方」
【基本操作】
「気体の集め方」
【実験3】身近な気体の性質
「酸素と二酸化炭素の性質
を調べる」
【やってみよう】
「身のまわりの物質で気体
を発生させてみよう」

◆身のまわりの物質からどんな気体が発生
するか関心をもち，意欲的に探究しよう
とするとともに，日常生活と関連づけて
考えようとする。

［行動観察，質問紙］
◎大気にふくまれている身のまわりの気体

について考え，それらの気体について進
んで調べている。

○大気にふくまれている身のまわりの気体
に興味を示している。

★小学校で学習した酸素や二酸化炭素の
性質を思い出させる。

◆身のまわりの気体とその性質に関する事
物・現象の中に問題を見いだし，気体の
特有の性質と共通の性質について，自ら
の考えを導いたりまとめたりして，表現
している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎その気体に特有の性質を理解し，異なる

方法で発生させた気体の性質が，同じ性
質か異なる性質かについて，自らの考え
を導いたりまとめたりしている。

○気体に特有の性質を理解し，気体の性質
について，自らの考えを導いている。

★他のグループの実験結果と比較させる。

◆気体を発生させて，その性質を探究する
方法を身につけている。

◆発生する気体を予想し，その特性に応じ
た捕集法を選択することができる。

［行動観察，レポート］
◎酸素や二酸化炭素を発生させる実験を安

全に正しく行い，結果の適切な記録やわ
かりやすい整理ができる。

○酸素や二酸化炭素を発生させる実験を行
い，結果の記録や整理ができる。

★気体の捕集法の手順を理解させ，くり返
し練習させる。

◆気体の性質を調べる方法を理解し，知識
を身につけている。

◆気体の捕集法が気体の性質を利用してい
ることを理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎酸素や二酸化炭素の性質を理解し，その

気体の集め方と関連づけて理解している。
○酸素や二酸化炭素の性質を理解している。
★酸素や二酸化炭素の性質を再確認させ

る。

１

❷いろいろな気体
〈気体の種類による特性を見いだす〉

【やってみよう】
「アンモニアの噴水をつく
ってみよう」

◆いろいろな気体に関心をもち，それらに
どんな性質があるかを探究しようとする。

［行動観察，ワークシート］
◎水素やアンモニアなどの気体について考

え，それらの気体について進んで調べて
いる。

○水素やアンモニアなどの気体に興味を示
している。

★教科書p.86図15を示し，大気の組成に
ついて説明する。

◆いろいろな気体の性質を，基準を決めて
まとめることができる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎アンモニアの噴水実験の原理を理解し，

結果を科学的に説明できる。
○アンモニアの性質と噴水の原理を関連づ

けて説明できる。
★アンモニアは非常に水に溶けやすく，水

に溶けてアルカリ性を示すことを説明す
る。

◆気体によってそれぞれに特有の性質があ
ることを理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト］
◎水素やアンモニア，窒素などの気体の発

生方法や捕集方法をその性質と関連づけ
て説明できる。

○水素やアンモニア，窒素などの気体の発
生方法や捕集方法を理解している。

★教科書p.94～ p.95の表3を示し，いろ
いろな気体の性質を説明する。

2章　気体の発生と性質（4時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❶状態変化と質量
A	液体⇄固体の変化
B	液体⇄気体の変化

〈物質の状態変化について観察，実験
を行い，状態変化によって物質の体
積は変化するが質量は変化しないこ
とを見いだすとともに，物質そのも
のは変化しないことを知る〉

【実験4】液体⇄固体の状態
変化

「ろうが状態変化するとき
の体積と質量の変化を調べ
る」
【やってみよう】
「エタノールで液体⇄気体
の状態変化を調べてみよ
う」

◆物質の状態変化に関心をもち，状態変化
にともなって体積や質量がどのように変
化するか意欲的に調べようとするととも
に，現象を日常生活とのかかわりで見よ
うとする。

［行動観察，質問紙］
◎物質の状態変化について考え，いろいろ

な物質の状態変化について，進んで調べ
ている。

○物質の状態変化に興味を示している。
★教科書p.97図22を示し，水に熱を加え

ていったらどうなるか，その状態変化を
説明する。

◆ろうや水，エタノールの状態変化に関す
る事物・現象の中に問題を見いだし，目
的意識をもって実験を行い，物質の特有
の性質と共通の性質について，自らの考
えを導いたりまとめたりして，表現して
いる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実験結果から，物質が状態変化するとき

の体積変化と質量の保存について，物質
の固有の性質と共通の性質に結びつけて
説明できる。

○実験結果から，物質が状態変化するとき
の体積変化と質量の保存について説明で
きる。

★エタノールの状態変化を示す。

◆ろうの状態変化を観察し，体積や質量が
どのように変化するかを調べる方法を身
につけている。

◆ガスバーナーや電子てんびんの操作を身
につけている。

［行動観察，レポート］
◎ガスバーナーや電子てんびんのしくみを

理解し，正しく安全に使用し，適切な結
果を得ている。

○ガスバーナーや電子てんびんを正しく使
用している。

★ガスバーナーや電子てんびんの使い方
を，くり返し練習させる。

◆状態変化によって，体積は変化するが質
量は保存されること，また，その際，物
質の状態が変わるだけで，物質そのもの
は変化しないことを理解し，知識を身に
つけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎物質そのものは変化しないことについ

て，具体例をあげて説明できる。
○物質そのものは変化しないことを説明で

きる。
★ろうや水の状態変化を示す。

１

❷状態変化と粒子の運動
〈物質が粒子でできていることを理解
し，物質の状態変化による体積や質
量の変化を，粒子概念で説明できる〉

【やってみよう】
「エタノールの状態変化を
粒子のモデルで説明してみ
よう」

◆物質の状態変化の現象が粒子のモデル
で説明できることに関心をもち，意欲的
に調べようとする。

［行動観察］
◎状態変化の粒子モデルについて考え，モ

デルで説明しようとしている。
○状態変化の粒子モデルに興味を示してい

る。
★教科書p.100図25でエタノールを加熱し

たときの状態変化を説明する。

◆物質の状態変化の現象では，粒子のサイ
ズや数が変化しないことを，モデルを使
って合理的に説明できる。

［ワークシート，発表］
◎物質は状態変化しても，粒子のサイズや

数が変化しないことを，粒子のモデルを
使って合理的に説明できる。

○物質の状態変化を粒子モデルで説明でき
る。

★物質は小さな粒子でできていることを説
明する。

◆エタノールが気化しているようすを，粒
子のモデルを通して理解し，知識を身に
つけている。

［ペーパーテスト］
◎状態変化で体積は変化するが，質量は変

化しないことを，実験例もふまえて粒子
モデルで説明できる。

○状態変化で体積は変化するが，質量は変
化しないことを説明できる。

★状態変化によって質量は変化しないこと
を示す。

２

❸状態変化と温度
〈物質が状態変化するときの温度を測
定し，融点や沸点は，物質の種類に
よって決まっていること，融点や沸
点の測定により未知の物質の種類を
推定できることを見いだす〉

【基本操作】
「グラフのかき方①」
【やってみよう】
「グラフをかいてみよう」
【基本操作】
「温度計の使い方」
【実験5】固体から液体に変
わるときの温度

「パルミチン酸を加熱した
ときの温度変化を調べる」

◆固体が液体に変わるときの温度に関心を
もち，他の物質についても探究しようと
する。

［行動観察，レポート］
◎状態変化している間は，温度が一定にな

っていることをグラフから見いだし，興
味をもって進んで調べている。

○状態変化している間は，温度が一定にな
っていることに興味を示している。

★教科書p.99思い出そうや教科書p.104図
30で，水が沸騰するときの温度を示し，
小学校での実験を思い出させる。

◆パルミチン酸の状態変化の実験データか
ら，その融点について，自らの考えを導
いたりまとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎パルミチン酸を加熱したときの温度変化

をグラフで表し，ある温度で平らになる
関係を見いだしている。

○パルミチン酸を加熱したときの温度変化
をグラフで表している。

★まず表を作成させ，その上でグラフのか
き方を指導する。

◆固体が液体に変わるときの温度を測定す
る方法や，加熱の方法などを身につけ，
その結果をグラフに表すことができる。

［行動観察，レポート］
◎パルミチン酸を加熱する実験を安全に正

しく行い，適切な結果の記録やわかりや
すい整理ができる。

○パルミチン酸を加熱する実験を行い，結
果の記録や整理ができる。

★温度計の目もりの読み方や，炎の大き
さ，グラフのかき方に注意させる。

◆融点や沸点は，物質の種類によって決ま
っていることを理解し，知識を身につけ
ている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎融点と沸点について理解しており，物質

の量に関係なく物質の種類によって決ま
ることを，具体例をあげて説明できる。

○融点は固体から液体になるときの温度，
沸点は液体から気体になるときの温度で
あることを理解している。

★融解や沸騰しているときは，加熱を続け
ても温度が一定であることに関連づけて
説明する。

3章　物質の状態変化（7時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❹蒸留
〈沸点が異なることを利用して，2種
類の液体の混合物から物質を分離で
きることを見いだす〉

【実験6】赤ワインの蒸留
「赤ワインを加熱してエタ
ノールをとり出せるか調べ
る」

◆2種類の液体の混合物から物質を分離で
きるか調べようとするとともに，事象を
日常生活とのかかわりで見ようとする。

［行動観察，レポート］
◎混合物を加熱したときの温度変化が，純

物質のときとちがうことに気づき，興味
をもって調べている。

○混合物を加熱したときの温度変化が，純
物質のときとちがうことに興味を示して
いる。

★教科書p.112図35で実験後の液体が透明
になることを示し，実験の見通しをもた
せる。

◆とり出した物質の性質を調べることによ
って，物質を分離できたか，自らの考え
を導いたりまとめたりして，表現してい
る。

［ペーパーテスト，レポート］
◎蒸留して得られた液体にエタノールが多

く含まれていることについて，自らの考
えを導いたりまとめたりして，表現して
いる。

○蒸留して得られた液体が燃えることをエ
タノールの性質と結びつけて考えること
ができる。

★エタノール，水，エタノールと水の混合
物にそれぞれ火を近づけたときのちがい
を見せる。

◆蒸留に関する実験の基本操作を習得する
とともに，実験の計画的な実施，結果の
記録や整理のしかたを身につけている。

［行動観察，レポート］
◎蒸留の実験を安全に正しく行い，結果の

適切な記録やわかりやすい整理ができる。
○蒸留の実験を行い，結果の記録や整理が

できる。
★蒸留の実験方法を理解させ，結果を表に

まとめさせる。

◆沸点のちがいを利用して混合物から物質
が分離できることを理解し，知識を身に
つけている。

◆混合物について例をあげて説明できる。
［ペーパーテスト，レポート］

◎蒸留について理解しており，具体例をあ
げて説明できる。

○蒸留について理解している。
★海水を蒸留すると，純粋な水が得られる

ことを説明する。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

１

❶物質の溶解
〈物質が水に溶けるようすの観察を行
い，水溶液の中では溶質が均一に分
散していることを見いだす〉

【実験7】物質の溶解
「物質が水に溶けるようす
を調べる」

◆物質が水に溶ける現象に関心をもち，事
象を日常生活とのかかわりで見ようとす
る。

［行動観察，質問紙］
◎物質が水に溶ける現象に興味をもち，物

質が水に溶けるようすを積極的に観察
し，記録している。

○物質が水に溶ける現象に興味を示してい
る。

★教科書p.114の章扉のシュリーレン現象
の写真資料を用いて，水に溶けるという
現象に注目させる。

◆物質が水に溶けるしくみについて，自ら
の考えを導いたりまとめたりして，表現
している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎観察結果から，物質が水に溶けるしくみ

について，自らの考えを導いたりまとめ
たりして表現している。

○物質が水に溶けるしくみについて，自分
の考えをもち，表現できる。

★色の変化に注目させる。

◆物質が水に溶けるようすの記録や整理の
しかたを身につけている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎物質が水に溶けるようすを調べる実験を

安全に正しく行い，結果の適切な記録や
わかりやすい整理ができる。

○物質が水に溶けるようすを調べる実験を
行い，結果の記録や整理ができる。

★記録のしかたを説明し，再実験させる。

◆水溶液の中では溶質が均一に分散してい
ることを理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎溶質，溶媒について理解しており，水溶

液の中では溶質が均一に分散しているこ
とを説明できる。

○水溶液の性質を説明できる。
★水に溶けても粒子が細かく分散するだけ

で，消えてなくなっているのではないこ
とを説明する。

4章　水溶液（5時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

１

❷溶解と物質の粒子
〈物質の溶解現象を通して，物質が粒
子でできていることを理解し，粒子
の大きさが目で見えるよりも，もっ
と細かいことに気づく〉

【やってみよう】
「角砂糖が水に溶けるよう
すをモデルで表してみよ
う」

◆物質の溶解の現象がモデルで説明できる
ことに関心をもち，意欲的に調べようと
する。

［行動観察］
◎身のまわりにある水溶液について興味を

もち，物質が水に溶けるようすについて
考え，積極的に意見を述べている。

○身のまわりにある水溶液について興味を
示している。

★教科書p.117図40の水溶液の写真資料を
用いて，色などに注目させる。

◆物質の溶解の現象は，粒子のサイズや数
が変化しないことを，モデルを使って合
理的に説明できる。

［行動観察］
◎水に物質が溶けても，粒子のサイズや数

が変化しないことを，モデルを使って合
理的に説明できる。

○溶解現象を粒子モデルで考え，説明でき
る。

★物質の状態変化で学習したことを思い出
させ，物質は小さな粒子でできているこ
とを説明する。

◆砂糖が水に溶解しているようすを，粒子
のモデルを通して理解し，知識を身につ
けている。

［ペーパーテスト］
◎水溶液，溶質，溶媒の語句について理解

しており，溶解の際，全体の質量は変わ
らないことを，実験方法もふくめて説明
できる。

○水溶液，溶質，溶媒の語句について理解
しており，溶質が溶媒に溶けたときに全
体の質量は変わらないことを説明できる。

★水に溶けても粒子が細かく分散するだけ
で，なくなっているのではないことを説
明する。

２

❸溶解度と再結晶
〈再結晶の実験を行い，温度による溶
質の水への溶けやすさのちがいなど
を利用して，水溶液から溶質をとり
出せることを知る〉

【基本操作】
「ろ過」
【実験8】水溶液から物質を
とり出す

「ミョウバンや食塩を水溶
液からとり出す」
【基本操作】
「溶解度曲線の読み方」

◆水溶液に溶けている物質をとり出すこと
ができることに関心をもち，身のまわり
のものと関係づけてみようとする。

［行動観察，レポート］
◎一定量の水に溶ける物質の量は何に関係

するのかに疑問をもち，進んで調べてい
る。

○一定量の水に溶ける物質の量は何に関係
するのかについて興味を示している。

★塩化ナトリウムやミョウバンなどを一定
量の水に溶かし，どちらが溶けやすいの
か試させる。

◆水に溶ける物質の量は水の量，温度によ
って限度があることについて，自らの考
えを導いたりまとめたりして，表現して
いる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎水溶液に溶けている物質が析出する理由

を，溶解度曲線を使って正しく説明でき
る。

○水溶液に溶けている物質が析出する理由
を理解している。

★水溶液を冷やして物質を得る方法につい
て実験結果や教科書p.122図43を用いて
説明する。

◆再結晶に関する実験の基本操作を習得す
るとともに，実験の計画的な実施，結果
の記録や整理のしかたを身につけている。

［行動観察，レポート］
◎再結晶の実験を安全に正しく行い，結果

の適切な記録やわかりやすい整理ができ
る。

○再結晶の実験を行い，結果の記録や整理
ができる。

★物質の性質によって2つの方法が考えら
れることを説明する。

◆溶解度が物質によって異なることを理解
し，飽和水溶液，結晶，再結晶などにつ
いて基本的な知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎一定量の水に溶ける物質の量は，物質の

種類や温度によって変わることを，例を
あげて説明できる。

○一定量の水に溶ける物質の量は，物質の
種類や温度によって変わることを理解し
ている。

★教科書p.122図43を示し，溶ける溶質と
温度の関係を理解させる。

１

❹水溶液の濃度
〈質量パーセント濃度の公式を使って
計算をし，水溶液の濃さを求めるこ
とができる〉

◆水溶液に溶けている物質の量について関
心をもち，水溶液の濃さを表す方法を理
解しようとする。

［行動観察，質問紙］
◎水溶液の濃さを表す方法について関心を

もち，濃度の表し方について進んで理解
しようとしている。

○水溶液の濃さを表す方法について関心を
もっている。

★砂糖水の甘さ比べなど，具体的な例を示
す。

◆溶媒と溶質の質量から質量パーセント濃
度を求めたり，質量パーセント濃度から
溶液中の溶質の質量を求めたりすること
ができる。

［ワークシート］
◎水溶液の濃さを表す方法を理解し，質量

パーセント濃度を求めたり，質量パーセ
ント濃度から溶液中の溶質の質量を求め
たりすることができる。

○水溶液の濃さについて，質量パーセント
濃度を通して比較することができる。

★同じ水の量で比較する方法を理解させる。

◆質量パーセント濃度は，計算で求めるこ
とができることを理解し，知識を身につ
けている。

［ペーパーテスト］
◎質量パーセント濃度の定義と求め方につ

いて説明でき，濃度を求めている。
○質量パーセント濃度の定義と求め方につ

いて理解している。
★教科書p.124を示し，公式の意味を理解

させる。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

●液体の正体は何だ？
〈身のまわりの物質の性質に着目して
物質を分類できることを見いだす〉

液体を区別する実験を計画
し実施する。

◆身のまわりの物質に関心をもち，意欲的
に物質の性質を利用して区別しようとす
るとともに，身のまわりの物質にあては
めて考えてみようとする。

［行動観察，質問紙］
◎6種類の液体について興味をもち，区別

する方法について進んで考え，話し合い
を進めている。

○6種類の液体について，区別する方法に
興味を示している。

★実際に試料となる液体をよく観察させ，
においなどに着目させる。

◆物質を性質のちがいに着目して区別する
ことができる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎6種類の液体について適切に調べる実験

方法を計画し，結果を分析して報告する
ことができる。

○6種類の液体について調べる実験方法を
計画し，結果を報告することができる。

★水溶液に溶けているものは何か考えさせ
る。水溶液の液性（リトマス紙の色の変
化）にも注目させる。

◆物質を区別するため，結果を予想し，実
験を計画できる。

◆リトマス紙の使い方などの実験の基本操
作を身につけている。
［レポート，パフォーマンステスト］

◎液体の性質を調べる実験を安全に正しく
行い，適切な結果の記録やわかりやすい
整理ができる。

○液体の性質を調べる実験を行い，結果の
記録や整理ができる。

★実験の意味を考えさせ，必要に応じて個
別指導で実験方法を習得させる。

◆物質の性質のちがいについて，基本的な
概念を理解し，知識を身につけている。

◆薬品や器具の使い方についての知識を身
につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実験結果が正しいかをふまえた上で，調

べた物質が何であるかを正しく推定して
いる。

○実験結果から，調べた物質が何であるか
を推定している。

★水溶液に溶けているもののちがいに注目
させる。水溶液の液性（リトマス紙の色
の変化）や加熱したときの変化について
も考えさせる。

終章　液体の正体は何だ？（2時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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単元3　身近な物理現象

単元の目標 …身近な事物・現象についての観察・実験を通して，光，音の規則性，力の性質について理
解させるとともに，これらの事象を日常生活と関連づける科学的な見方や考え方を養う。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

１

❶光の進み方
〈光が進むようすを観察し，光が直進
することを見いだす〉

◆光による身近な現象に関心をもち，光の
進み方について進んで調べようとする。

［行動観察，質問紙］
◎身のまわりで見られる光の現象を多くあ

げて，光の進み方を説明しようとしてい
る。

○教科書に記載された例をあげて，光の進
み方を説明しようとしている。

★光の現象をデジタル教材や演示実験で
示し，興味を引き出す。

◆空気中，水中，ガラスの中などを直進す
るという光の性質を理解し，知識を身に
つけている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎例をあげ，共通した性質として光の直進

性を説明できる。
○物質中を光が直進することを理解してい

る。
★光の直進現象をデジタル教材や演示実

験で示して説明する。

２

❷光の反射
〈光の反射の実験を行い，光が物体の
境界面で反射するときの規則性を見
いだす〉

【実験1】光の反射
「鏡で反射した光の進み方
を調べる」
【やってみよう】
「全身がうつる鏡の大きさ
を調べてみよう」

◆光の進み方に関心をもち，光の反射につ
いて探究しようとする。

［行動観察，レポート］
◎光の反射の実験を意欲的に自ら進んで行

っている。
○光の反射の実験を進んで行っている。
★日常生活などから意外性のある光の反射

の例を提示し，興味をもたせる。

◆実験結果から，光の反射の規則性を見い
だすことができる。

◆鏡にうつった像の位置を反射の法則と光
の直進性からとらえるなど，光の反射で
起こる現象について，自らの考えを導い
たりまとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎複数の実験結果から，共通した性質とし

て入射角と反射角の大きさが等しくなる
ことを見いだし，適切に表現している。

○実験結果から，入射角と反射角の大きさ
が等しくなることを見いだし，表現して
いる。

★実験結果の入射角，反射角に注目させ，
大きさを比較させる。

◆光源装置の光を鏡にあて，入射角と反射
角の関係を調べる実験をすることができ
る。

◆結果を作図することができる。
［行動観察，レポート］

◎実験のねらいを理解し，入射角，反射角
の大きさを調べている。

○教科書の記述にそって，入射角，反射角
の大きさを調べている。

★光の道すじを示しながら，入射角，反射
角の大きさを確認させる。

◆反射の規則性について理解し，知識を身
につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎日常生活での例をあげて関連させなが

ら，光の反射の規則性を説明できる。
○鏡で光が反射するときの規則性を理解し

ている。
★光の反射をデジタル教材や図で示し，入

射角と反射角の大きさが等しいことを説
明する。

・赤字：2020年度　変更内容　　　
・打ち消し線：2020年度　省略内容

1章　光の性質（8時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❸光の屈折
〈光の屈折の実験を行い，光が水やガ
ラスなどの物質の境界面で屈折する
ときの規則性を見いだす〉

【実験2】光の屈折
「光がガラスを通るときの
進み方を調べる」

◆ガラス越しの鉛筆がずれて見えること
に疑問をもち，探究しようとするととも
に，光の反射や屈折などの事象を日常生
活と関連づけてみようとする。

［行動観察，レポート］
◎光の屈折の実験を意欲的に自ら進んで行

っている。
○光の屈折の実験を進んで行っている。
★日常生活などから意外性のある光の屈折

の例を提示し，興味をもたせる。

◆実験結果から光の屈折の規則性を見いだ
すことができる。

◆ガラス越しの鉛筆がずれて見えることや
水中の硬貨が浮かんで見えることなど，
光の屈折で起こる現象について，自らの
考えを導いたりまとめたりして，表現し
ている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎屈折の規則性から，ずれて見える鉛筆や

浮かんで見える硬貨の光の道すじを説明
できる。

○屈折の規則性から，光の道すじを説明で
きる。

★光の道すじを示し，屈折していることを
確認する。

◆光がガラスに入るときと出るときに，ど
のような進み方をするかを調べることが
できる。

◆実験結果を作図することができる。
［行動観察，レポート］

◎複数の実験結果について，光の道すじを
正確に作図できる。

○少なくとも1つの実験結果について，光
の道すじを作図できる。

★実験結果の記録を確認し，直線で結ば
せ，光の道すじを確認する。

◆空気と水，空気とガラスなどの境界面
で，光が屈折することを認識している。

◆入射角と屈折角の関係や全反射など，光
の屈折の規則性を理解し，知識を身につ
けている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎日常生活での例をあげて関連させなが

ら，光の屈折や全反射について，規則性
を説明できる。

○水と空気の境界面での光の屈折や全反射
について，規則性を理解している。

★光の屈折や全反射での光の進み方をデ
ジタル教材や図で説明する。

３

❹凸レンズのはたらき
〈凸レンズによる像を調べる実験を行
い，物体や凸レンズの位置と像の位
置および像の大きさの関係を見いだ
す〉

【実験3】凸レンズによる像
「凸レンズによる像のでき
方を調べる」

◆凸レンズのはたらきに関心をもち，像の
でき方について探究しようとするととも
に，日常生活で利用しているレンズのは
たらきについて調べようとする。

［行動観察，レポート］
◎小学校での既習事項や日常の体験をもと

に，凸レンズを利用している複数の例を
調べようとしている。

○少なくとも1つ，凸レンズの利用例を調
べようとしている。

★虫めがねやルーペなどを使ってものを見
るなどの体験をさせる。

◆実験結果から，凸レンズと物体間の距離
と，像の位置や大きさ，向きについての
規則性を見いだし，自らの考えを導いた
りまとめたりして，表現している。

◆実験結果から，実像や虚像になる条件を
見いだすことができる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実験結果から，像の位置や大きさ，向き

が，物体と凸レンズ間の距離によって決
まることを見いだし，適切に表現してい
る。

○実験結果から，物体と凸レンズ間の距離
が変わると，像の位置や大きさ，向きが
変わることを見いだし，表現している。

★結果の表をもとに，関係している項目や
関係のしかたを説明させる。

◆光源などを使って，凸レンズのつくる像
をスクリーンに結ばせることができる。

◆物体，凸レンズ，スクリーンの間の距離
や像の大きさの関係を作図することがで
きる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎光軸に平行に進む光と凸レンズの中心を

通る光をもとに，像を作図で求めたり，
像をもとに物体の位置を求めたりしてい
る。

○光軸に平行に進む光と凸レンズの中心を
通る光をもとに，像を作図で求めている。

★光軸に平行に進む光と凸レンズの中心を
通る光の進み方を図で示し，それらの交
点に像ができることを説明する。

◆焦点と焦点距離について説明できる。
◆像ができるときの，物体と凸レンズの距

離と，像の位置や大きさ，向きの関係を
理解している。

◆光軸に平行な光や凸レンズの中心を通る
光，焦点を通る光の進み方を理解してい
る。

◆凸レンズによる像には実像と虚像がある
ことを理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実像と虚像のちがいについて，作図をも

とに理解し，説明できる。
○実像と虚像のちがいを，科学的に理解

し，説明できる。
★実像は光が集まったところにできるこ

と，実像と虚像のちがいを説明する。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❶音の伝わり方
A	音を伝えるもの
B	音の伝わる速さ

〈音についての実験を行い，音は音源
が振動することによって生じ，空気
中などを伝わることを知る〉

【やってみよう】
「音の伝わり方を調べてみ
よう」

◆音の伝わり方に関心をもち，音はどのよ
うに伝わるのか調べようとする。

［行動観察，質問紙］
◎音の伝わり方に関心を示し，音の実験を

意欲的に自ら進んで行っている。
○音の伝わり方を進んで調べようとしてい

る。
★音が伝わっている現象を示したり，体感

させたりする。

◆山びこや雷などのいろいろな事例を比べ
て，音の伝わり方や音の速さについて，
自らの考えを導いたりまとめたりして，
表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎音が伝わるには空気や水など伝える物質

によって伝わる速さにちがいがあること
を見いだし，適切に表現している。

○音は空気や水を伝わること，伝わる速さ
があることを見いだし，表現している。

★音源から耳まで，音がどこを伝わってき
たかを考えさせる。

◆音の伝わり方をいろいろな道具を使って
調べることができる。

［行動観察，レポート］
◎ねらいを理解し，方法を工夫しながら，

音の伝わり方を調べている。
○教科書の記述にそって，音の伝わり方を

調べている。
★さまざまな音の伝わる事例を体験させる。

◆音は音源の振動で生じることを理解して
いる。

◆音は気体だけでなく，固体，液体の中も
伝わるという性質を理解し，知識を身に
つけている。

◆音は波として伝わっていくことを理解し
ている。

◆空気中を伝わる音のおよその速さを理解
している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎音が気体や液体，固体の中を波として伝

わっていくことを理解し，具体例をあげ
たり，図を用いたりして説明できる。

○音が空気や水，金属の中を波として伝わ
ることを理解し，説明できる。

★音源から耳まで音が伝わるようすを図に
示して説明する。

２

❷音の大きさや高さ
〈音についての実験を行い，音の大き
さや高さは音源の振動のしかたに関
係することを見いだす〉

【実験4】音の大きさや高さ
「弦をはじいたときの音の
大きさや高さを調べる」
【やってみよう】
「楽器をつくってみよう」

◆音の大きさや高さに関心をもち，いろい
ろな道具を使い，探究しようとする。

［行動観察，レポート］
◎音の大きさや高さを調べる実験を意欲的

に自ら進んで行っている。
○音の大きさや高さを調べる実験を進んで

行っている。
★音源が発する音の大きさや高さが変わる

現象を示す。

◆実験結果から，音の大きさや高さが音源
の振動のしかたのちがいに関連している
ことを見いだし，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実験結果から，音の大きさや高さと音源

の振動の関係を見いだし，音の大きさや
高さを決める条件を適切に表現している。

○実験結果から，音が大きくなるときや音
が高くなるときの音源の振動のしかたの
ちがいを見いだし，表現している。

★オシロスコープなどで音を調べ，波形の
ちがいから考えさせる。

◆音源の振動と音の大きさや高さの関係を
調べることができる。

［行動観察，レポート］
◎ねらいを理解し，音源の振動と音の大き

さや高さの関係を調べている。
○教科書の記述にそって，音源の振動と音

の大きさや高さの関係を調べている。
★弦の長さや太さなどで条件制御すること

を確認させる。

◆音の大きさは音源の振動の振幅に，音の
高さは振動数に関係していることを理解
し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎音源の振動の振幅が大きいほど大きな音

に，振動数が多いほど高い音になること
を理解し，音の波形などを用いて説明で
きる。

○音源の振動の振幅が大きいほど大きな音
に，振動数が多いほど高い音になること
を理解し，説明できる。

★弦の振動をオシロスコープで表示し，振
幅，振動数をとらえさせる。

2章　音の性質（4時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

３

❶力のはたらき
❷いろいろな力
〈身近な現象から力がはたらいている
場面を見いだし，物体に力がはたら
くとその物体が変形したり物体の運
動のようすが変わったりすることを
見いだす〉

【やってみよう】
「力がはたらいているとこ
ろを探してみよう」
【やってみよう】
「摩擦力を体感してみよう」
【やってみよう】
「磁力や電気の力を調べて
みよう」

◆どのような場合に物体に力がはたらいて
いるのかについて関心をもち，日常のい
ろいろな事象に目を向けて調べようとす
る。

［行動観察，発表］
◎小学校での学習や日常の体験をもとに，

物体にはたらく力を複数の例について調
べようとしている。

○物体にはたらく力を少なくとも1つの例
について調べようとしている。

★日常的な具体例をとり上げたり，演示し
たりする。

◆物体に力がはたらいている例を，いくつ
かに分類してとらえ，表現している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎力がはたらいているところを教科書や日

常生活から見いだし，視点を明確にして
分類し，適切に表現している。

○力がはたらいているところを教科書のイ
ラストから見いだし，分類して表現して
いる。

★物体を押したり，引いたり，持ち上げた
りさせ，いろいろな力を体験させる。

◆力には，①物体の形を変える，②物体の
動きを変える，③物体を持ち上げたり支
えたりする，といったはたらきがあるこ
とを理解している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎力のはたらきには，物体の形を変える，

動きを変える，持ち上げたり支えたりす
るという3つがあることを理解し，弾性
力や摩擦力などの力と関連させて説明で
きる。

○力のはたらきには，物体の形を変える，
動きを変える，持ち上げたり支えたりす
るという3つがあることを理解し，例を
あげて説明できる。

★日常的な力をとり上げ，そのはたらきが
3つのうちのどれになるかを考えさせる。

２

❸力の大きさとばねののび
〈ばねにはたらく力とばねののびの関
係を調べる実験を通して，ばねのの
びと力の大きさには比例関係がある
ことを見いだす〉

【実験5】力の大きさとばね
ののび

「加える力を変えてばねの
のびを調べる」
【基本操作】
「グラフのかき方②」

◆身のまわりにあるばねを利用した道具や
機械に関心をもち，ばねの規則性につい
て調べようとする。

［行動観察］
◎ばねののびを調べる実験を意欲的に自ら

進んで行っている。
○ばねののびを調べる実験を進んで行って

いる。
★板ばねなど弾性をもつ物体をとり上げ，

ばねと同じような規則性があることを示
す。

◆グラフから，力とばねののびが比例関係
にあることを見いだし，自らの考えを導
いたりまとめたりして，表現している。

［行動観察］
◎複数の実験結果から，力とばねののびの

関係を見いだすとともに，ばねの強さに
よりグラフの傾きが異なることを見いだ
し，適切に表現している。

○実験結果から，力とばねののびの関係を
見いだし，表現している。

★算数や数学で学習した内容とグラフを関
連させて考えさせる。

◆力とばねののびの関係を調べる実験を行
い，結果をグラフに表すことができる。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎実験結果を折れ線グラフではなく，測定

点の分布を正しく判断し直線のグラフに
表している。

○実験結果を折れ線グラフではなく，直線
のグラフに表している。

★データを提示し，それをもとにグラフを
かく練習をさせる。

◆ばねののびは加えた力の大きさに比例す
ることを指摘できる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎ばねののびが加えた力に比例し，ばねの

強さによってグラフの傾きが変わること
を理解し，具体的な例をあげて説明でき
る。

○ばねののびが加えた力の大きさに比例す
ることを理解し，説明できる。

★ばねにおもりをつるして，おもりの数と
のびが比例することを示し，説明する。

１

❹力の表し方
〈力の要素には，大きさ，向き，作用
点があること，それらを矢印で表す
ことができることを知る〉

【やってみよう】
「物体にはたらく力を表し
てみよう」

◆力はどのようにすれば表せるのかを考え
ようとする。

［行動観察］
◎物体にはたらく力を表す方法を積極的に

考えようとしている。
○物体にはたらく力を表す方法を考えよう

としている。
★さまざま力を体感させ，その力の大きさ

をばねばかりで測定し，実感をもたせる。

◆物体にはたらく力の大きさや向きをとら
え，表現しようとしている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎教科書の事例や身近な事例について，物

体にはたらく力の大きさや向き，作用点
を判断して，適切に表現している。

○教科書の事例について，物体にはたらく
力の大きさや向き，作用点を判断して表
現している。

★1 Nの重力がはたらいているおもりを持
たせたり，ばねばかりを1 Nの力で引か
せたりして，大きさや向きを体感させる。

◆矢印を使って力を表現したり作図するこ
とができる。

◆力の大きさを，ニュートンを単位として
表すことができる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎自分で作用点を判断し，矢印の長さ，向

きを決めて力を作図している。
○作用点が指示されている力について，矢

印の長さ，向きを決めて力を作図してい
る。

★方眼紙を用いたワークシートで，作用点
を明確にして作図をさせる。

◆力には大きさ，向き，作用点の要素があ
ることを理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎力には大きさ，向き，作用点の要素があ

ることを理解し，具体的な例や図をもと
に説明できる。

○力には大きさ，向き，作用点の要素があ
ることを理解し，説明できる。

★3つの要素のうち，どれか1つでも示さ
れないときは力が表現できないことを説
明する。

3章　力と圧力（8時間）
・赤字：2020年度　変更内容　　　
・打ち消し線：2020年度　省略内容

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

１

❹+力のつり合い
〈2つの力がつり合うときのようすを
調べる実験を行い，2つの力がつり
合うための条件を見いだす〉

【やってみよう】
「つり合っている2つの力の
大きさと向きを調べてみよ
う」

◆力のつり合いについて関心をもち，つり
合う力の関係について調べようとする。

［行動観察，発表］
◎力のつり合いに関心をもち，つり合う力

の大きさや向きの関係について意欲的に
調べようとしている。

○つり合う力の大きさや向きの関係につい
て調べようとしている。

★日常生活などから意外性のあるつり合い
の例を提示し，興味をもたせる。

◆物体にはたらく力について，力のつり合
いと関連づけて考察し，自らの考えを導
いたりまとめたりして，表現している。

◆身のまわりの事象について，2つの力の
つり合いと関連づけて考察し，自らの考
えを導いたりまとめたりして，表現して
いる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎身近な力のつり合いについて，力の種類

や大きさ，向きを説明するなど，適切に
表現している。

○力のつり合いの例について，力の種類や
大きさ，向きを説明するなど，表現して
いる。

★力を作図して，大きさや向き，作用点を
確認させる。

◆2つの力がつり合うときの大きさや向き
などを調べることができる。

［行動観察，レポート］
◎ねらいを理解し，2つの力がつり合うと

きの大きさや向きを適切に調べている。
○2つの力がつり合うときの大きさや向き

を調べている。
★つり合うときの，力の大きさ，向き，作

用線に着目させる。

◆2つの力がつり合うときの条件を理解
し，知識を身につけている。

◆身のまわりで力がはたらいている例につ
いて，力のつり合いで説明することがで
きる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎2つの力がつり合う条件を理解し，さま

ざまな例に対して，根拠を示してつり合
っているかどうか説明できる。

○2つの力がつり合う条件を理解し，示さ
れた例について，つり合っているかどう
か理解している。

★つり合いの条件を再確認し，特に一直線
上にない場合に留意させる。

１

❺重さと質量
〈物体にはたらく重力は場所によって
変化するが，質量は場所によって変
化しない物体そのものの量であるこ
とを知る〉

◆月面や宇宙空間で物体にはたらく重力に
関心をもち，物体にはたらく重力と質量
のちがいについて調べようとする。

［行動観察］
◎物体にはたらく重力と質量のちがいを意

欲的に調べようとしている。
○物体にはたらく重力と質量のちがいを調

べようとしている。
★てんびんやばねばかりを使って測定する

演示を行い，実感をもたせる。

◆宇宙船内や月面などで重力の大きさが変
わっても，物体そのものの量は変わらな
いことに関して自らの考えを導いている。

［行動観察］
◎重力が変わったり，無重力状態だったり

するときに，変わる量と変わらない量を
見いだしている。

○無重力状態では重さは感じないが，物体
そのものがなくなったのではないことを
見いだしている。

★宇宙船内や月面上の宇宙飛行士の動きの
映像などを用いて，考えさせる。

◆物体にはたらく重力と質量のちがいを理
解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト］
◎物体にはたらく重力と質量のちがいを理

解し，地球や月面，宇宙船内での具体例
をあげて説明できる。

○地球上と月面上で重力は変化し，質量は
変化しないことを理解し，説明できる。

★地球と月の間で貿易をしたらどうなる
か，などの例をあげて，場所によって変
わらない量の必要性を説明する。

２

❻圧力
〈圧力についての実験を行い，圧力は
力の大きさと力がはたらく面積に関
係があることを見いだす〉

【実験6】スポンジにはたら
く圧力

「力がはたらく面積とスポ
ンジのへこみ方の関係を調
べる」

◆圧力に関心をもち，日常の事象と関連づ
けて調べようとする。

［質問紙，レポート］
◎圧力に関する実験を意欲的に自ら進んで

行っている。
○圧力に関する実験を進んで行っている。
★ゾウやヒトの足の圧力，鉛筆の削った芯

と削らない芯の圧力のちがいなどの具体
例を示す。

◆実験の結果から，力のはたらき方のちが
いは，単位面積に垂直にはたらく力で表
せることを見いだし，自らの考えを導い
たりまとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎実験結果から，力がはたらく面積とスポ

ンジのへこみ方の関係を見いだすととも
に，力の大きさとの関係を推論し，適切
に表現している。

○実験結果から，力がはたらく面積とスポ
ンジのへこみ方の関係を見いだし，表現
している。

★スポンジを手のひらと指先で押した場合
のへこみ方のちがいを考えさせる。

◆スポンジの上に置くレンガの面を変えた
ときのスポンジのへこみ方のちがいを測
定することができる。

◆計算によって圧力を求めることができる。
［ペーパーテスト，レポート］

◎ねらいを理解し，スポンジのへこみ方を
測定している。

○教科書の記述にそって，スポンジのへこ
み方を測定している。

★スポンジを手のひらや指先で押してへこ
み方のちがいをとらえさせてから，へこ
みを測定させる。

◆圧力についての知識を身につけ，日常の
事象と関連づけて理解している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎圧力は面に垂直にはたらく力と力がはた

らく面積から計算で求められる根拠を理
解し，さまざまな例をあげて説明できる。

○圧力は面に垂直にはたらく力と力がはた
らく面積から求められることを理解し，
例を1つあげて説明できる。

★スポンジのへこみと，押す力や面積を変
えたときの圧力とを関連させて説明する。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❼水圧と浮力
A	水圧
B	浮力

〈水中ではたらく圧力を調べる実験を
行い，圧力の向きや大きさに関する
規則性を見いだす〉
〈水中の物体にはたらく浮力を調べ，
規則性を見いだす〉

【実験7】ゴム膜にはたらく
水圧

「ゴム膜のへこみ方で水に
よる圧力を調べる」
【実験8】浮力
「水中の物体にはたらく力
の大きさを調べる」

◆水中ではたらく圧力や浮力について関心
をもち，実験を通してその性質を調べよ
うとする。

［行動観察］
◎水圧や浮力を調べる実験を意欲的に自ら

進んで行っている。
○水圧や浮力を調べる実験を進んで行って

いる。
★ポリ袋に手を入れて水中に入れるような

実験を行い，水圧を体感させる。

◆ゴム膜のへこみ方の観察から，水圧があ
らゆる向きにはたらき，水の深さによっ
てちがいがあることについて，自らの考
えを導いたりまとめたりして，表現して
いる。

◆浮力の大きさが物体の体積に関係し，質
量には関係しないことを，実験を通して
説明しようとする。

［行動観察，レポート］
◎実験結果から，水圧があらゆる向きにも

はたらくことや，浮力が上向きにはたら
くことを見いだし，水圧と深さ，浮力と
物体の体積の関係を推論し，適切に表現
している。

○実験結果から，水圧がどの向きにもはた
らき深いところほど大きいことや，浮力
が上向きにはたらき物体の体積が大きい
ほど大きいことを見いだし，表現してい
る。

★ゴム膜のへこみ方と水圧の関係や，物体
の体積と浮力の関係を考えさせる。

◆水中ではたらく圧力について，そのはた
らきや大きさを実験を通して調べること
ができる。

◆水中の物体にはたらく浮力について，そ
のはたらきや大きさを実験を通して調べ
ることができる。

［行動観察，ペーパーテスト］
◎ねらいを理解し，水中でのゴム膜のへこ

み方や，物体を水中に入れたときのばね
ばかりの値の変化を調べている。

○教科書の記述にそって，水中でのゴム膜
のへこみ方や，物体を水中に入れたとき
のばねばかりの値の変化を調べている。

★水の外と中で，ゴム膜のようすを見せ
て，水中でへこんでいることを確認させ
たり，物体の体積によってばねばかりの
値の変化のしかたがちがうことを確認さ
せたりする。

◆水圧はあらゆる向きにはたらくことを理
解している。

◆水圧は深いところほど大きいことを理解
している。

◆浮力は上向きの力で，大きさは物体の体
積に関係し，水の深さには関係しないこ
とを理解している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎水圧が水中であらゆる向きにはたらくこ

とや深いところほど大きくなること，お
よび，浮力が上向きの力であることや，
浮力の大きさが物体の体積に関係し水の
深さには関係しないことを説明できる。

○水圧が水中であらゆる向きにはたらくこ
とや深いところほど大きくなること，お
よび，浮力が上向きの力であることや，
浮力の大きさが物体の体積に関係し水の
深さには関係しないことを理解している。

★ゴム膜がへこんだのは水が押したからで
あり，それが水圧になっていることを説
明する。

２

❽空気の圧力
〈空気に質量があることを調べる実験
を行い，その結果を大気圧と関連づ
けてとらえる〉

【やってみよう】
「空気に質量があるかどう
か調べてみよう」
【やってみよう】
「大気圧を実感してみよう」

◆大気圧に関心を示し，身のまわりの現象
と関連づけて調べようとする。

［質問紙，レポート］
◎大気圧に関心を示し，空気の質量を調べ

る実験を意欲的に自ら進んで行っている。
○大気圧に関心を示し，空気の質量を調べ

ようとしている。
★さまざな大気圧の演示を行い，大気圧を

体感させる。

◆ペットボトルに空気をつめる前後で全体
の質量が変わることから，空気に質量が
あることを見いだし，自らの考えを導い
たりまとめたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎空気にも質量があることから大気圧が

空気にはたらく重力によることを見いだ
し，高度により大きさが変わることを推
論して，適切に表現している。

○空気にも質量があることから大気圧が
空気にはたらく重力によることを見いだ
し，表現している。

★圧力に関する実験を思い出させ，大気圧
と関連させて考えさせる。

◆空気に質量があることを調べる実験をす
ることができる。

［行動観察，レポート］
◎ねらいを理解し，方法を工夫しながら，

空気に質量があるかを調べている。
○教科書の記述にそって，空気に質量があ

るかを調べている。
★空気に質量があるとしたら，どのように

測定すればよいかを説明する。

◆大気圧は，空気にも重力がはたらくため
に生じることを理解し，大気圧による現
象についての知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎大気圧が空気中であらゆる方向に同じ大

きさではたらくことを理解し，高いとこ
ろほど小さくなることや身のまわりの現
象に関して，空気にはたらく重力から説
明できる。

○大気圧が空気中であらゆる方向に同じ大
きさではたらくことを理解し，空気には
たらく重力から説明できる。

★空気に重力がはたらくことから，押す力
が生まれることを図解で説明する。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

●2枚の鏡でできる像
〈光の反射の規則性をもとに，2枚の
鏡の角度を変えながら，鏡にうつる
文字が反転しないように像をつくる
ことができる〉

【やってみよう】
「時計の針と文字が正しく
読めるように鏡にうつして
みよう」

◆学習したことを活用して，課題にとり組
んでいこうとする。

［行動観察］
◎鏡での像のでき方に関心を示し，実験を

意欲的に自ら進んで行っている。
○鏡での像のでき方を進んで調べようとし

ている。
★2枚の鏡にうつる像を見て，実感させる。

◆学習したことをもとに実験結果を予想し
ている。

◆実験結果から文字が反転しないようにう
つる像をつくるための鏡の置き方を見い
だし，自らの考えを導いたりまとめたり
して，表現している。

［行動観察，レポート］
◎実験結果から，文字が反転しないように

うつる像をつくるための2枚の鏡の角度
を見いだし，作図で説明するなど，適切
に表現している。

○実験結果から，文字が反転しないように
うつる像をつくるための2枚の鏡の角度
を見いだし，表現している。

★2枚の鏡の角度を変えて，鏡にうつる像
を見せる。

◆文字が反転しないようにうつる像をつく
るための2枚の鏡の置き方を調べる実験
を行うことができる。

［行動観察，レポート］
◎ねらいを理解し，方法を工夫しながら，
2枚の鏡の置き方を見つけている。

○教科書の記述にそって，2枚の鏡の置き
方を見つけている。

★2枚の鏡を置いて，中にうつる像の左右
を確認させ，実験のねらいを理解させる。

終章　2枚の鏡でできる像（2時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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単元4　大地の変化
単元の目標 …大地の活動のようすや身近な岩石，地層，地形などの観察を通して，地表に見られるさま

ざまな事物・現象を大地の変化と関連づけて理解させ，大地の変化についての認識を深め
る。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❶火山の活動
A	火山噴出物
B	噴火のようすと火山の形のちが
い

〈火山の形，活動のようすおよびその
噴出物を調べ，それらを地下のマグ
マの性質と関連づけてとらえる〉

【観察1】火山噴出物の観察
「いろいろな火山噴出物を
調べる」
【やってみよう】
「ねばりけのちがいとでき
る火山の形との関係を調べ
てみよう」
【やってみよう】
「マグマのねばりけと火山
の特徴を表にまとめよう」

◆火山噴出物に関心をもち，火山噴出物が
地下のマグマに由来することを調べよう
とする。

◆火山の形や噴火活動のようすに関心をも
ち，地下のマグマの性質と関連づけて調
べようとする。

［行動観察，質問紙］
◎火山噴出物・火山の形・噴火活動に関心

をもち，進んで探究し，地下のマグマに
由来することやマグマの性質と関連づけ
て意欲的に調べようとする。

○火山噴出物・火山の形・噴火活動に関心
をもち，地下のマグマと関連づけて調べ
ることができる。

★火山噴出物・火山の形・噴火活動は地下
のマグマの性質に関係していることに気
づかせる。

◆火山噴出物の特徴から，火山噴出物がマ
グマに由来することについて，自らの考
えを導いたりまとめたりして，表現して
いる。

◆マグマの粘りけと溶岩の色，火山の形，
噴火活動のようすのちがいを関連づけ，
自らの考えを導いたりまとめたりして，
表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎マグマの粘りけと溶岩の色，火山の形，

噴火活動のようすのちがいを関連づけ，
火成岩の特徴や資料を総合的に判断し自
らの考えを導きまとめ，表現することが
できる。

○火山噴出物がマグマに由来することやマ
グマの粘りけ，溶岩の色，火山の形，噴
火活動のようすのちがいを関連づけ，考
えをまとめ，表現することができる。

★マグマの粘りけ，溶岩の色，火山の形，
噴火活動のようすのちがいを関連づけ，
考えをまとめさせる。

◆火山噴出物の特徴をルーペなどで観察
し，スケッチすることができる。

◆マグマの粘りけのちがいから，火山の形
や噴火のようすのちがいを調べることが
できる。

［行動観察，レポート］
◎双眼実体顕微鏡やルーペなどを正しく使

って観察し，火山噴出物の特徴を記録す
ることができる。

○火山噴出物の特徴をルーペなど使って観
察し，調べることができる。

★双眼実体顕微鏡やルーペなどを正しく操
作できるように指導する。

◆火山噴出物について理解し，知識を身に
つけている。

◆マグマの性質による溶岩の色，火山の
形，噴火活動のようすのちがいについて
理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎マグマの性質によって溶岩の色，火山の

形，噴火活動のようすがちがうことを理
解し，知識を身につけている。

○マグマの性質による溶岩の色，火山の
形，噴火活動のようすのちがいがわかる。

★マグマの性質によって溶岩の色，火山の
形，噴火活動のようすがちがうことを理
解させ，知識を身につけさせる。

1章　火山（6時間〜 7時間）

・赤字：2020年度　変更内容

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

４

❷マグマの固まった岩石
A	火山灰などに含まれる小さな粒
B	火山岩と深成岩のつくり

〈火山岩と深成岩の観察を行い，それ
らの組織のちがいを成因と関連づけ
てとらえる〉

【観察2】火山灰の観察
「火山灰や軽石にふくまれ
る粒の特徴を調べる」
【観察3】火山岩と深成岩の
観察

「火山岩と深成岩のつくり
のちがいを調べる」
【やってみよう】
「冷え方による結晶の大き
さのちがいを調べてみよ
う」

◆火山灰や軽石に含まれる鉱物に関心をも
ち，火山とのかかわりを調べようとする。

◆火山岩と深成岩について関心をもち，そ
の特徴を調べようとする。

◆火成岩の色のちがいに関心をもち，その
原因を調べようとする。

◆マグマの冷え方に関心をもち，火成岩の
結晶の大きさやつくりのちがいとのかか
わりを調べようとする。

［行動観察，レポート］
◎火山岩と深成岩の特徴が，マグマの種類

や冷え方に関係することに興味をもち，
自ら課題を設定し，探究しながら調べよ
うとする。

○火山岩と深成岩の特徴，火成岩の色のち
がいに興味をもって調べることができる。

★火山岩と深成岩の組織とマグマの冷え方
との関係，火成岩の色のちがいと含まれ
る鉱物との関係について再確認し，関心
をもたせる。

◆火山灰や軽石に含まれる鉱物から，これ
らがマグマに由来することを見いだし，
自らの考えを導いたりまとめたりして，
表現している。

◆観察した鉱物の特徴をまとめ分類するこ
とができる。

◆火山岩，深成岩の組織のちがいとマグマ
の冷え方の関係に気づくことができる。

◆火成岩の色合いのちがいは，含まれる有
色鉱物と無色鉱物の割合に関係があるこ
とについて，自らの考えを導いたりまと
めたりして，表現している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎火山岩，深成岩の組織のちがいとマグマ

の冷え方を関連づけ，進んで自らの考え
を導きまとめ，表現することができる。

○火山岩，深成岩の組織のちがいとマグマ
の冷え方を関連づけ，考えをまとめ，表
現できる。

★火山岩，深成岩の組織のちがいとマグマ
の冷え方の関係をまとめさせる。

◆火山灰や軽石の中から鉱物を洗い出し，
双眼実体顕微鏡などを使って観察し，ス
ケッチすることができる。

◆火山岩，深成岩をルーペなどを使って観
察し，それぞれの組織の特徴をとらえ，
そのようすをスケッチすることができる。

◆身のまわりにある火成岩を調べることが
できる。

［行動観察，スケッチ］
◎火山灰，火山岩，深成岩を双眼実体顕微

鏡やルーペなどを使って観察し，それぞ
れの組織の特徴を的確にスケッチし記録
することができる。

○火山灰，火山岩，深成岩を双眼実体顕微
鏡やルーペなどを使って観察し，スケッ
チすることができる。

★双眼実体顕微鏡やルーペなどの正しい使
い方やスケッチの方法などを再認識させ
る。

◆火山灰や軽石に含まれる鉱物と火山との
かかわりについて理解し，知識を身につ
けている。

◆マグマの冷え方によって火成岩の組織が
ちがうことを理解し，知識を身につけて
いる。

◆火成岩に含まれるおもな鉱物や火成岩の
色と含まれる有色鉱物の割合との関係に
ついて理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎火成岩を見て，組織のちがいから火山

岩，深成岩の判別が正しくできるととも
に，マグマの冷え方と組織の関係につい
ても説明することができる。

○火山岩，深成岩の組織のちがいとマグマ
の冷え方との関係について理解し，知識
を身につけている。

★火山岩，深成岩の組織のちがいとマグマ
の冷え方との関係について理解させる。

0.5

●自然のめぐみと火山災害・地震災
害

〈自然がもたらすさまざまなめぐみと
火山災害・地震災害について調べて
理解する〉

◆自然のめぐみと火山災害に関する具体的
な事例に進んでかかわり，それらを科学
的に探究しようとする。

［行動観察］
◎自然のめぐみと火山災害に関心をもち，

テーマにもとづいて進んで考えている。
○自然のめぐみと火山災害に関心を示して

いる。
★教科書p.205やp.209，p.284～ p.285な

どを示し，自然がもたらす災害とめぐみ
について説明する。

◆自然のめぐみと火山災害について理解し
ている。

［ペーパーテスト］
◎自然のめぐみや火山災害について理解

し，説明できる。
○自然のめぐみや火山災害について理解し

ている。
★教科書p.215やp.221などを示し，自然

がもたらす火山災害とめぐみについて説
明する。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❶地震とは何か
〈地震の体験や記録をもとに，地震に
ともなう土地の変化のようすや現象
を理解する〉

【やってみよう】
「地震が発生したときどん
な影響がでるか話し合って
みよう」

◆日本付近は地震が多く発生することに関
心をもち，地震によって起こるいろいろ
な現象や生活とのかかわりについて調べ
ようとする。

［行動観察，質問紙］
◎地震が発生したときに起こる現象と生活

のかかわりについて，多くの事例をあげ
ながら，話し合いを進めている。

○地震が発生したときに起こる現象と生活
のかかわりについて，話し合いをするこ
とができる。

★資料を提示して，地震が発生するとどん
な現象が起こるかに気づかせる。

◆資料などを使って地震によっていろいろ
な現象が起こることについて，自らの考
えを導き，まとめて表現している。

［ワークシート，レポート］
◎資料を有効に活用して，地震によって起

こる現象について，自分の知らなかった
ことについてさらに知り，考えを導き詳
しくまとめている。

○資料から地震によって起こる現象につい
て，考えを導きまとめている。

★資料の使い方を説明し，地震によってど
んなことが起こっているかを考えさせ，
まとめさせる。

◆地震によって断層・隆起・沈降・津波・
液状化などの現象が起こることを理解
し，知識を身につけている。

◆震源，震央について理解し，知識を身に
つけている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎地震によって断層・隆起・沈降・津波・

液状化など具体的な現象が起こることを
理解し，どのような現象かを説明するこ
とができる。

○地震によって起こる現象を理解し，知識
を身につけている。

★地震によって起こる現象について説明す
る。

４

❷地面の揺れからわかること
❸地震による地面の揺れ方と大きさ
A	地震による地面の揺れ方
B	地震の大きさの表し方

〈地震の記録をもとに，地震の揺れの
大きさや伝わり方の規則性に気づく〉

【実習1】地震による地面の
揺れの広がり方

「地震による地面の揺れの
広がり方を調べる」
【実習2】地震による地面の
揺れの伝わり

「地震計の記録から地面の
揺れの伝わり方を調べる」

◆地震の揺れの広がりについて関心をも
ち，広がり方や速さなどについて探究し
ようとする。

◆地震計の記録と地面の揺れの伝わり方に
関心をもち，初期微動継続時間と震源か
らの距離の関係を調べようとする。

◆地震の揺れ方について関心をもち，地震
の揺れのようす，地震の揺れの大きさ，
エネルギーなどについて調べようとする。
［行動観察，ワークシート，質問紙］

◎地震が発生したときの揺れの特徴を自分
の生活や体験を通して，多くの事例をあ
げながら，話し合いを進めている。

○地震が発生したときの揺れの特徴と，生
活への影響について，話し合いをするこ
とができる。

★資料を提示して，地震が発生したときの
揺れの特徴について気づかせる。

◆実習の結果から，地震の揺れの広がり方
や震源からの距離と揺れ始めるまでの時
間との関連を見いだし，自らの考えを導
いたりまとめたりして，表現している。

◆P波とS波の届くまでの時間の差と震源
からの距離との関連を考え，まとめ，表
現している。

◆震度分布と震央からの距離を関連づけ，
自らの考えを導いたりまとめたりして，
表現している。

◆マグニチュードから，その地震のもつエ
ネルギーの大きさについて，自らの考え
を導いたりまとめたりして，表現してい
る。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎初期微動を伝えるP波と主要動を伝える

S波が届くまでの時間の差（初期微動継
続時間）と震源からの距離との関連を見
いだし，自らの考えを導いたりまとめた
りして，表現している。

○初期微動継続時間と震源までの距離を考
えることができる。

★グラフを使い初期微動継続時間が長くな
ると震源までの距離が大きくなることに
気づかせる。

◆過去の地震のデータをもとに地震の発生
から揺れ始めるまでの時間を地図上に色
分けして表すことができる。

◆地震計の記録からP波やS波の届いた時
間を読みとり，初期微動継続時間を求め
ることができる。

◆過去の地震のデータをもとに震度分布を
地図上に色分けして表すことができる。

［行動観察，ワークシート］
◎過去の地震のデータをもとに地震の発生

から揺れ始めるまでの時間を地図上に色
分けして表し，その特徴を読みとること
ができる。

○地震の発生から揺れ始めるまでの時間を
地図上に色分けして表すことができる。

★データを与え，地震の発生から揺れ始め
るまでの時間を地図上に色分けさせる。

◆地震の揺れは震源から同心円状に広が
り，震源からの距離が遠くなると時間が
かかることを理解している。

◆初期微動，主要動，P波，S波，など地
震の揺れの特徴について理解し，知識を
身につけている。

◆P波とS波の届くまでの時間の差（初期
微動継続時間）と震源からの距離との関
係を理解している。

◆震度分布と震央からの距離の関係を理解
し，震度とマグニチュードのちがいを説
明することができる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎初期微動，主要動，P波，S波など，地

震の揺れの特徴，初期微動継続時間と震
源までの距離の関係について理解し，知
識を身につけている。

○初期微動，主要動，P波，S波，初期微
動継続時間について理解し，知識を身に
つけている。

★初期微動，主要動，P波，S波，初期微
動継続時間について説明し理解させる。

2章　地震（6時間）
・赤字：2020年度　変更内容

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

0.5

●自然のめぐみと火山災害・地震災
害

〈自然がもたらすさまざまなめぐみと
火山災害・地震災害について調べて
理解する〉

◆地震災害に関する具体的な事例に進んで
かかわり，それらを科学的に探究しよう
とする。

［行動観察］
◎地震災害に関心をもち，テーマにもとづ

いて進んで考え，話し合いを進めている。
○地震災害に関心を示している。
★教科書p.233，235，237などを示し，地

震災害や防災について考えさせる。

◆地震災害について理解している。
［ペーパーテスト］

◎地震災害について理解し，説明できる。
○地震災害について理解している。
★地震災害についていろいろな例をあげて

具体的に説明する。

時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

１

❶地層のでき方
〈地層のでき方を考察し，重なり方の
規則性を見いだす〉

【やってみよう】
「土砂の堆積のようすを調
べてみよう」

◆地層について関心をもち，地層のでき方
や重なり方を調べようとする。

［行動観察，レポート］
◎地層が水の中でどのようにしてできるか

に関心をもち，意欲的に話し合いを進
め，実験をしている。

○地層のでき方について関心をもって実験
をしている。

★地層のでき方について関心をもたせ，実
験を行わせる。

◆流水のはたらきと堆積物の粒の大きさと
の関係を見いだし，流水によっていろい
ろな地形ができることについて，自らの
考えを導いたりまとめたりして，表現し
ている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎流水のはたらきによって，水中でどのよ

うに土砂が堆積するか，水の流れや粒の
大きさなどを関連づけて考え，推測し表
現することができる。

○水中で土砂が堆積することを，粒の大き
さに注目しながら考えることができる。

★水中で土砂が堆積するときに，粒の大き
さに着目させる。

◆実験器具を使って，れき，砂，泥など，
粒の大きさと沈み方の関係を調べること
ができる。

◆侵食や堆積によってできた地形の図を
3Dメガネで調べることができる。

［行動観察，レポート］
◎土砂が水中でどのように堆積するか実験

し，的確にスケッチし，特徴を文章で適
切に記録することができる。

○実験した結果をスケッチし，特徴を文章
で記録することができる。

★実験した結果をスケッチさせ，特徴をま
とめさせる。

◆地層のでき方や規則性を理解し，知識を
身につけている。

◆地層に含まれる粒の大きさと沈み方につ
いて理解している。

［ペーパーテスト，レポート］
◎地層のでき方や規則性を理解し，流水の

はたらきや粒の大きさと関連づけて説明
することができる。

○地層がどのようにできるかを理解してい
る。

★地層のでき方について説明し，理解させ
る。

3章　地層（5時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

❷地層の調査
〈野外観察を行い，観察記録をもと
に，地層のでき方を考察し，重なり
方や広がりについての規則性を見い
だす〉

【観察4】地層の観察
「地層を調べ，この地層が
できた当時のことを考え
る」
【やってみよう】
「柱状図から地層の広がり
を考えてみよう」

◆地層のつくりや重なり方に関心をもち，
野外観察を行うことができる。

◆安全性を考え，野外観察にのぞむことが
できる。

◆観察結果や資料から地層のつながりに関
心をもって，地層の広がりを調べようと
する。

［行動観察，レポート］
◎身近に見られる地層に興味をもち，安全

性を考えながら野外観察を行い，地層の
つくりや重なり方について意欲的に調べ
ることができる。

○地層に関心をもって野外観察を行い，地
層のつくりや重なり方について調べるこ
とができる。

★地層に興味・関心をもてるように指導す
る。

◆観察結果のようすや特徴から，地層の堆
積した場所や環境を推測することができ
る。

◆観察結果をわかりやすくまとめ発表する
ことができる。

◆地層の観察結果や複数の地点の地層の
柱状図などを比較し，地層の広がりを推
定し，自らの考えを導いたりまとめたり
して，表現している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎観察結果から，その地層がどのようなと

ころで堆積してつくられたか，いろいろ
な背景を多面的に推測し，考えをまとめ
ることができる。

○地層が水平にできていることに気づき，
粒の大きさなどから堆積した環境などを
考えることができる。

★地層にどんな特徴があるか，粒の大きさ
などはどのようになっているか助言し，
考えさせる。

◆地層を観察し，それらのようすをスケッ
チし，特徴を記録することができる。

［行動観察，レポート］
◆複数の地点の柱状図から別の地点の地層

の作図をし，地層の広がりを再現するこ
とができる。

行動観察，スケッチ，
ワークシート

◎地層を観察し，的確にスケッチし，特徴
を文章で適切に記録することができる。

○観察した結果をスケッチし，特徴を文章
で記録することができる。

★観察した結果をスケッチさせ，特徴をま
とめさせる。

◆地層のつくりや重なり方について理解し
ている。

［ペーパーテスト，レポート］
◆地層が広い範囲に広がっていることを理

解している。
［ペーパーテスト，ワークシート］

◎地層の重なり方を理解し，複数の地点の
柱状図から，地層の広がりや重なり方に
ついて説明することができる。

○地層の重なり方や柱状図から地層が広が
っていることを理解している。

★地層の重なり方や地層の広がりについて
資料を提示して解説する。

２

❸堆積岩と化石
A	地層をつくる岩石
B	堆積岩と化石からわかること

〈地層をつくる岩石とその中の化石な
どを手がかりにして過去の環境と年
代を推定する〉

【観察5】堆積岩の観察
「堆積岩のつくりと構成物
質のちがいを調べる」
【やってみよう】
「化石を観察してみよう」

◆地層をつくる岩石や化石などに関心をも
ち，堆積した当時の自然環境や年代を探
究しようとする。

［行動観察，レポート］
◎堆積岩や化石がどのようにしてできるか

に関心をもち，意欲的に話し合いを進
め，興味をもち観察している。

○堆積岩や化石に興味をもち，観察してい
る。

★堆積岩や化石について試料を見ながら説
明し，興味をもたせる。

◆地層のようす，堆積岩，化石の特徴をも
とに地層のできた時代や当時の自然環境
について推定することができる。

［ペーパーテスト，レポート］
◎堆積岩や化石の特徴をもとに，地層ので

きた時代や当時の自然環境について多面
的に考えながら推定し，考えをまとめる
ことができる。

○堆積岩，化石の特徴をもとに，地層ので
きた時代や当時の自然環境について考え
ることができる。

★堆積岩の構成物によってどのようなとこ
ろに堆積したものか，流水のはたらきな
どをもとに考えさせる。

◆双眼実体顕微鏡やルーペなどを使って堆
積岩や化石を観察し，それらのようすを
スケッチし，特徴をまとめることができ
る。

［行動観察，スケッチ］
◎観察器具の特徴を理解し，試料に合った

観察器具を考えながら使い，堆積岩や化
石のようすを的確にスケッチし，詳しく
特徴をまとめることができる。

○観察器具を使って，堆積岩や化石のよう
すをスケッチし，特徴をまとめることが
できる。

★観察器具を正しく使わせ，堆積岩や化石
のようすをスケッチさせ，特徴をまとめ
させる。

◆堆積岩の特徴，示相化石や示準化石につ
いて理解し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，レポート］
◎堆積岩の構成物から，堆積した当時の環

境について的確に説明できるとともに，
化石は堆積した当時の状況を知る手がか
りとなることを理解している。

○堆積岩の特徴，示相化石や示準化石につ
いて理解し，知識を身につけている。

★試料を提示し，堆積岩の特徴，示相化石
や示準化石について説明し，理解させる。

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

1

❶火山や地震の多い場所
A	プレートの境界
B	日本付近のプレートの沈みこみ

〈火山活動や地震がプレートどうしの
境界で起こること，日本付近では海
のプレートが陸のプレートの下に沈
みこんでいることから火山活動や地
震が起こることを理解する〉

【やってみよう】
「火山と地震はどのような
場所に多いか話し合ってみ
よう」

◆世界の火山帯と震央の分布に興味をも
ち，プレートの動きとのかかわりを調べ
ようとする。

◆地震や火山活動の起こるしくみに関心を
もち，地球内部のはたらきとのかかわり
を調べようとする。

◆日本付近で起こる地震の場所に関心をも
ち，地震の原因を地球内部のはたらきと
関連づけて調べようとする。

［行動観察，ワークシート］
◎世界の火山帯と震央の分布について関心

をもち，2つの関係とプレートのかかわ
り合いについて話し合いをしようとして
いる。

○世界の火山帯と震央の分布について関心
をもっている。

★世界の火山帯と震央の分布についての資
料を提示して，2つの関係を調べさせる。

◆世界の火山帯と震央の分布とプレートの
動きとの関係を考えることができる。

◆プレートの動きなど地球内部のはたらき
から地震や火山活動の起こるしくみを見
いだし，自らの考えを導いたりまとめた
りして，表現している。

◆地震の震央と震源の深さの分布から，日
本付近では，どこで地震が多く起こって
いるか立体的にとらえ，その特徴を考え
まとめることができる。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎世界の火山帯と震央の分布とプレートの

動きとの関係を見いだし，自らの考えを
導いたりまとめたりして，表現している。

○世界の火山帯と震央の分布の関係を考え
ることができる。

★世界の火山帯と震央の分布の資料から2
つの関係を考えさせる。

◆世界の陸上・海底の地形図と火山帯・震
央の分布図およびプレートの動きの関係
を読みとることができる。

◆透明容器のふたを使って，日本付近の震
源の分布を立体的に表すことができる。

［行動観察，立体模型］
◎日本付近の震源の分布を透明容器のふた

を使って制作し，震源の分布が立体的に
なっていることを読みとることができる。

○透明容器のふたを使って，日本付近の震
源の分布を読みとることができる。

★透明容器のふたを使って，日本付近の震
源の分布を読みとらせる。

◆世界の火山帯と震央の分布とプレートの
動きの関係を理解している。

◆日本付近にはいくつかのプレートがあ
り，プレートの運動が地震や火山の原因
の1つになっていることを理解している。

◆日本付近での地震の起こる場所や震源の
深さの分布の特徴を理解している。

◆地震の原因が地球内部のプレートや断層
のはたらきであることを理解している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎日本付近のプレートの特徴を理解し，そ

れらと火山や地震の密接な関係を理解し
説明することができる。

○日本付近にはいくつかのプレートがあ
り，プレートの運動が地震や火山の原因
の1つになっていることを理解している。

★日本付近のプレートの動きを説明し，火
山や地震の原因を理解させる。

1

❷大地の変化と地形
〈地球内部のはたらきといろいろな地
形のでき方を関連づけてとらえる〉

【やってみよう】
「ヒマラヤで化石が見つか
る理由を説明してみよう」

◆プレートの動きに関心をもち，プレート
の動きによってどのような地形ができる
かを調べようとする。

［行動観察，ワークシート］
◎エベレストの山頂付近で中生代より古い

地層や化石が見つかることに興味をも
ち，いろいろな地形とプレートのかかわ
りについて話し合いを進めようとしてい
る。

○いろいろな地形とプレートのかかわりに
ついて調べようとしている。

★いろいろな地形がプレートの動きに関係
していることを，資料をもとに調べさせ
る。

◆プレートの動きなど地球内部のはたらき
から高い山のできるしくみを考え，表現
している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎地球内部のはたらきによってプレートが

動き大陸が動くことや高い山ができるし
くみを見いだし，自らの考えを導いたり
まとめたりして，表現している。

○プレートの動きによって高い山ができる
ことを考え，表現できる。

★プレートの動きを説明し，高い山ができ
るしくみを考えまとめさせる。

◆プレートの動きなど地球内部のはたらき
から高い山ができるしくみを理解してい
る。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎地球内部のはたらきによってプレートが

動き大陸が動くことを理解し，高い山が
できることを説明することができる。

○プレートの動きによって高い山ができる
ことが理解できる。

★プレートの動きを説明し，高い山ができ
るしくみを説明する。

4章　大地の変動（2時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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時
数

項目
〈項目の目標〉 【観察・実験】

観点別評価例

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

２

●震源はどこか
〈学んだことを活かし，複数の地点の
情報から震源を見いだす〉

地震が発生した場所（震源）
をつきとめる。

◆これまでに学んだP波，S波，初期微動
継続時間の特徴について関心をもち，課
題を解決しようとする。

［行動観察，ワークシート］
◎これまでに学んだP波，S波，初期微動

継続時間の特徴から，地震の発生した震
源の位置について意欲的に調べようとし
ている。

○震源の位置を複数の位置のデータをもと
に調べようとしている。

★震源の位置がどのように求められるか，
興味・関心をもたせる。

◆P波，S波，初期微動継続時間の特徴を
もとに震源の位置について考えをまと
め，表現している。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎P波，S波，初期微動継続時間の特徴を

もとに震源の位置について，自らの考え
を導いたりまとめたりして，表現してい
る。

○初期微動継続時間から震源までの距離を
推定し，複数の地点から震源の位置を考
えることができる。

★初期微動継続時間と震源までの距離の関
係を説明し，複数の地点から震源の位置
を考えさせる。

◆P波，S波，初期微動継続時間の特徴を
もとに複数の地点での震源までの距離を
計算し，作図によって震源の位置を確か
めることができる。

［行動観察，ワークシート］
◎3つの地点のデータをもとに，計算や作

図によって震源の位置を確認できる。
○作図によって震源の位置が推定できる。
★震源の位置の求め方を説明し，作図をさ

せる。

◆P波，S波，初期微動継続時間の特徴を
もとに震源までの距離を計算し，作図
によって震源の位置を求めることを理解
し，知識を身につけている。

［ペーパーテスト，ワークシート］
◎P波，S波，初期微動継続時間の特徴を

理解し，震源の位置の求め方を説明する
ことができる。

○初期微動継続時間から震源までの距離を
求め，震源の位置が理解できる。

★初期微動継続時間と震源までの距離の関
係を説明し，複数の地点から震源の位置
が求められることを説明する。

終章　震源はどこか（2時間）

◎…A基準　○…B基準　★…基準に達しない場合の支援　■…重点評価項目◆…評価規準の例。文末［　］は評価方法。
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